
取　扱　説　明　書

製品コード K34349

型　　式 THM13000ML

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

ハイドロマニュアスプレッダ
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 安全に作業するために

Ᏻ㛵ࡿࡍ㆙࿌ࡘい࡚

༳ࡁの㆙࿌ࡣࢡ࣮࣐Ᏻ上≉ࠊ㔜せ࡞㡯┠࡚ࡋ♧ࢆいࠋࡍࡲ
㆙࿌ࢆᏲࠊࡾᏳ࡞作業ࢆ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ

	༴	㝤 ࡇ࠺㈇ࢆ㔜യࡣࡓࡲṚஸࠊሙྜࡓࡗ࡞ࢃᚑの㆙࿌ᩥࡑ
ࠋࡍࡲࡋ♧ࢆのࡶࡿ࡞

	㆙	࿌ ༴㝤ᛶ࠺㈇ࢆ㔜യࡣࡓࡲṚஸࠊሙྜࡓࡗ࡞ࢃᚑの㆙࿌ᩥࡑ
ࠋࡍࡲࡋ♧ࢆのࡶࡿ࠶ࡀ

	注	意 のࡶࡿ࠶ࡀࢀࡑ࠾࠺㈇ࢆ࢞ࢣࠊሙྜࡓࡗ࡞ࢃᚑの㆙࿌ᩥࡑ
ࠋࡍࡲࡋ♧ࢆ

㆙࿌ࣛࣝ࣋の㈞ࡾࡅ⨨
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㒊ရ␒ྕࠉ㸯㸮㸴㸰㸲㸳

㒊ရ␒ྕࠉ㸯㸮㸴㸰㸲㸴

㒊ရ␒ྕࠉ㸯㸮㸴㸯㸵㸯

㒊ရ␒ྕࠉ㸯㸮㸴㸰㸲㸰

㸫	ࣛࡀࣝ࣋ᦆയࡓࡋࡣ	㸫
㆙࿌ࣛࠊࡣࣝ࣋⏝⪅ࡧࡼ࠾࿘ᅖの作業⪅࡞༴㝤ࡿࡏࡽ▱ࢆษࡶ࡞の࡛ࠋࡍ

ࠋいࡉࡔࡃ࡚࠼᭰ࡾ㈞ࡸࡳࡍࠊࡣࡓࡋᦆയࡀࣝ࣋ࣛ

注ᩥの㝿ࡇࠊࡣのᅗࠉࡍ♧㒊ရ␒ྕࡉࡔࡃࡏࡽ▱࠾ࢆࠉいࠋ
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Ᏻ᧯作上の注意Ⅼ

Ṛஸࠊい࡞ࡽᏲࢆ注意㡯ࡿい࡚ࢀࡉグ㍕ࡇࡇ

ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࢀᜍࡿࡌ⏕ࢆയᐖࡴྵࢆ

作業๓ࠊࡣ作業ᶵࢱࢡࣛࢺࡧࡼ࠾の取扱ㄝ᫂᭩ࢆ

ࡃ⏝ࡈࡽ࡚ࡋࢆゎ⌮༑ศࠊࡾ࡞ࡳㄞ࠾ࡃࡼ

ࠋいࡉࡔ

作ࠉ業ࠉ๓ࠉ

取扱ㄝ᫂᭩ࡣ〇ရ㏆᥋࡚ࡋಖᏑࢆ

	注意
●	機Ეのྲྀりᢅいでศからない事があった時、

ྲྀᢅㄝ᫂᭩を〇ရに㏆接してಖᏑしていない

ため、自ศのุ᩿だけでᑐฎするとᛮわࡠ事

ᨾを㉳こし、ケガをする事があります。

	 ྲྀᢅㄝ᫂᭩はศからない事があった時にすࡄ

にྲྀり出せるよう、〇ရに㏆接してಖᏑして

ください。

取扱ㄝ᫂᭩ࡃࡼࢆㄞ࡛ࢇ作業ࢆ

	注意
●	ྲྀ ᢅㄝ᫂᭩にグ載されているᏳ上のὀព

事㡯ᢅྲྀࡸせ㡿の༑ศな⌮ゎのまま作業

すると、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 作業をጞめる時は、〇ရに㈞している㆙࿌

ラ࣋ル、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にグ載されているᏳ上

のὀព事㡯、ྲྀᢅせ㡿を༑ศに⌮ゎしてから

行ってください。

いࡉࡔࡃい࡛࡞ࡋ運㌿ࡣ࡞ࢇࡇ

	㆙࿌
●	体ㄪがᝏい時、機Ე操作に័れな場合な

どに㐠転すると、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があ

ります。

	 ḟの場合は、㐠転しないでください。

⏤⌮ののࡑ、過ປ、Ẽ、⸆物のᙳ㡪	ڧ

により作業に㞟୰できない時。

。だ時ࢇ㓇を㣧	ڧ

。機Ე操作がᮍ⇍な人	ڧ

。ዷፎしている時	ڧ

᭹ࡣ作業㐺࡚ࡋいࡍࡲ

	㆙࿌
●	作業に適さない᭹で機Ეを操作すると、⾰

᭹の୍㒊が機Ეに巻き込まれ、Ṛஸをྵࡴയ

害をまࡡく事があります。

	 ḟに♧す᭹で作業してください。

。のを着⏝するࡶは、だぶつきのない〉ࡸ⿇	ڧ

のを着ࡶ上着は、だぶつきのないࡸボンࢬ	ڧ

⏝する。

。ルメットを着⏝する࣊	ڧ

ルなどは࢜ル、⭜タ࢜まき、㤳巻きタࡕは	ڧ

しない。

ᶵᲔࢆே㈚ࡍࡣ

	㆙࿌
●	機Ეを人に㈚す時、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にグ載され

ているᏳ上のὀព事㡯ᢅྲྀࡸせ㡿がศから

ないため、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ྲྀᢅい方ἲをよくㄝ᫂し、ྲྀᢅㄝ᫂᭩をΏして

⏝前にはよくㄞࡴように指ᑟしてください。

ᶵᲔのᨵ㐀⚗Ṇ

	注意
●	機Ეのᨵ㐀ࡸ、ᙜ♫指定以እの㒊ရなどをྲྀ

りけて㐠転すると、機Ეの破損ࡸയ害事ᨾ

をまࡡく事があります。

	 機Ეのᨵ㐀はしないでください。

	 㒊ရする時は、ᙜ♫が指定するࡶのを

⏝してください。

ጞ業Ⅼ᳨のບ行

	㆙࿌
●	機Ეを⏝する時は、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙きጞ

業点᳨を行い、␗ᖖ⟠ᡤはᚲᩚࡎഛを行って

ください。

 守らないと、機Ეの破損をᘬき㉳こすだけで

なく、機Ეに巻き込まれる等のᛮわࡠ事ᨾに

より、Ṛஸまたは重യを負う༴㝤性があります。

ࡣࡿࡍጞ動࣭Ⓨ㐍ࣥࢪ࢚ࣥ

	㆙࿌
●	エンジンをጞ動する時、トラクタのᶓࡸス

ップに❧ったまま行うと、⥭ᛴ事ែへのᑐࢸ

ฎができࡎ、㐠転⪅はࢇࢁࡕࡶ周囲にいる人

がケガをする事があります。㐠転ᖍにᗙり、

周囲のᏳを確認してから行ってください。
●	エンジンをጞ動する時、変速レバーを「㹌」

�୰❧ �にして行わないと、変速機が接続≧

ែになっているため、トラクタがᭀ走しᛮわ

。事ᨾを㉳こす事がありますࡠ

	 変速レバーを「㹌」�୰❧ �にして行って

ください。
●	ᛴⓎ進するとトラクタ前輪がᾋき上がる事が

あり、㐠転⪅がりⴠとされたり、周囲の人

を巻き込ࢇだり、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があ

ります。周囲のᏳを確認し、ࡺっくりとⓎ

進してください。
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●	ᐊෆでጞ動する時、排Ẽガスにより୰ẘにな

る事があります。

	 ❆、ᡞなどを開け、༑ศにẼしてください。
●	ＰＴＯを切らないでエンジンをጞ動すると、

ᛴに作業機が㥑動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってからጞ動してください。

作業ᶵࡿࡍ⬺╔ࢆࡣ

	㆙࿌
●	作業機を着⬺するためにトラクタを移動させ

る時、トラクタと作業機の㛫に人がいると、

ᣳまれてケガをする事があります。トラクタ

と作業機の㛫に人を㏆࡙けないでください。

	注意
●	作業機をトラクタに㐃⤖する時、ഴᩳᆅࡸพ

ฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、トラクタが

ពに動き出し、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があ

ります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。
●	作業機をトラクタから切り離す時、輪止めを

せࡎに行うと、作業機がᭀ走してᛮわࡠ事ᨾ

を㉳こす事があります。

	 切り離す時は、ᚲࡎ、スタンドを接ᆅさせ、

作業機の車輪に輪止めをしてください。
●	㐃⤖するトラクタによっては、前輪荷重が㍍

くなり、操縦がᏳ定となって、ᛮわࡠ事ᨾ

をまࡡく事があります。

	トラクタへࣇロント࢘エイトをྲྀりけ、バ

ランスをྲྀってください。

ࡣࡿࡍ⏝ࢆࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃ

	༴㝤
●	カバーのないパワージࣙイントを⏝する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

	 カバーのないパワージࣙイントは、⏝しな

いでください。
●	カバーが損യしたまま⏝すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損യしたらすࡄにྲྀり᭰࠼てください。

	 ⏝前には、損യがないか点᳨してください。
●	トラクタ࠾よび作業機に着⬺する時、➨୕⪅

のὀពにより、ពにパワージࣙイントが

回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。
●	カバーのチ࢙ーンをྲྀりけないで⏝する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチ࢙ーンを回転しな

いᡤに㐃⤖してください。

	注意
● 最ఙ時の重なりが１００ੈを下回ると、ジࣙイ

ントを回転させた時、破損しケガをする事が

あります。

 最⦰時の㝽㛫が５０ੈよりࡶᑠさくなると、ジࣙ

イントの✺き上げが㉳きる事があり、ジࣙイン

トの破損をまࡡき、ケガをする事があります。

	 適正な重なり量で⏝してください。
●	パワージࣙイントを接続した時、クランプࣆ

ンが㍈の⁁に⣡まっていないと、⏝୰にእ

れ、ケガをする事があります。

	 ⁁に⣡まっているか、接続㒊をᢲしᘬきして

確かめてください。

බ㐨走行ࡣ作業ᶵの╔⚗Ṇ

	注意
●	トラクタに作業機を着してබ㐨を走行する

と、㐨㊰㐠送車୧ἲに㐪します。

	トラクタに作業機を着しての走行はしない

でください。

移動走行ࡿࡍࡣ

	༴㝤
●	移動走行する時、トラクタのブレーキ࣌ダル

がᕥྑ㐃⤖されていないと、∦ブレーキにな

り、トラクタがᕥྑにられᶓ転などが㉳こ

り、ᛮわࡠ事ᨾをまࡡく事があります。

	 ほ場での≉Ṧ作業以እは、ブレーキ࣌ダルは

ᕥྑ㐃⤖して⏝してください。

	㆙࿌
●	トラクタに㐠転⪅以እの人をせると、トラ

クタから転ⴠしたり、㐠転操作のጉげになっ

て、⥭ᛴ事ែへのᑐฎができࡎ、ྠ⪅はࡶ

よび㐠転⪅自㌟がケガを࠾周囲の人、ࢇࢁࡕ

する事があります。

	トラクタには、㐠転⪅以እの人はせないで

ください。
●	ᛴ制動・ᛴ᪕回を行うと、㐠転⪅がりⴠと

されたり、周囲の人を巻き込ࢇだり、ᛮわࡠ

事ᨾを㉳こす事があります。

	 ᛴ制動・ᛴ᪕回はしないでください。
●	ᆏ㐨・พฝᆅ・ᛴカーブで速ᗘを出しすࡂると、

転ಽあるいは転ⴠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 低速走行してください。
●	᪕回する時、ෆ輪ᕪにより周囲の人を作業機

に巻き込み、ケガをさせる事があります。

	 周囲の人ࡸ障害物との㛫に༑ศな㛫㝸をಖっ

て行ってください。
●	側㠃がഴᩳしていたり、側⁁がある㏻㊰で㊰⫪

を走行すると転ⴠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ㊰⫪は走行しないでください。
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●	㧗低ᕪの大きいẁᕪをり㉺࠼ようとする

と、トラクタが転ಽあるいはᶓ転し、ケガを

する事があります。

	 あࡺみᯈを⏝してください。
●	作業機の上に人をせると、転ⴠし、ケガを

する事があります。

	 作業機の上には、人をせないでください。

	注意
●	パワーゲート及びビータを上げたまま移動走

行すると、障害物などにぶつかり、ケガをす

る事があります。パワーゲート及びビータを

下げて移動してください。
●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行する時は、ＰＴＯを切ってください。

Ⲵ≀ࢆ積㍕ࡿࡍࡣ

	注意
●	過積載あるいは∦荷積載をすると、᪕回時ࡸ

ഴᩳᆅでの作業時、作業機が転ಽし、ケガを

する事があります。指定された積載量あるい

は積載㧗さ以上の積載はしないでください。

	 ほࡰᖹᆠになるように積載してください。

作ࠉ業ࠉ୰ࡣࠉ

作業ࡿࡍࡣ

	༴㝤
●	㐠転୰・回転୰は、周囲に人を㏆࡙けないで

ください。

	 守らないと、ビータへの巻き込まれࡸ、㣕散

物との⾪✺によりṚஸまたは重യを負うこと

になります。
●	堆肥ࡸ㭜⣅の୰に、▼ࡸᮌ∦、ịሢなどをΰ

ධしないようにしてください。

	 守らないと、㣕散物に⾪✺しṚஸまたは重യ

を負うことになります。
●	パワーゲートの昇㝆୰は、周囲に人を㏆࡙け

ないでください。

	 守らないと、ゲート࠾よびアー࣒が下㝆し、

ᣳまれてṚஸまたは重യを負うことになりま

す。

	㆙࿌
●	作業をする時、周囲に人を㏆࡙けると、機Ე

に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を㏆࡙けないでください。

●	作業機指定のＰＴＯ回転数を㉸࠼て作業する

と、機Ეの破損により、ケガをする事があり

ます。

	 指定回転数を守ってください。
●	作業機の上に人をせると、転ⴠし、ケガを

する事があります。

	 作業機の上には、人をせないでください。
●	ഴᩳᆅで速ᗘを出しすࡂると、ᭀ走事ᨾをま

。く事がありますࡡ

	 低速で作業してください。

	 下り作業をする時、ᆏの㏵୰で変速すると、

ᭀ走する原因となります。

	 ᆏの前で低速に変速して、ࡺっくりと࠾りて

ください。
●	わき見㐠転をすると、周囲の障害物の回㑊ࡸ

周囲の人への༴㝤回㑊などができࡎ、ᛮわࡠ

事ᨾを㉳こす事があります。

	 前方ࡸ周囲へ、༑ศにὀពをᡶいながら㐠転

してください。
●	ᡭᨺし㐠転をすると、ᛮわࡠ方ྥへᭀ走し、

事ᨾを㉳こす事があります。

	 しっかりとハンドルをᥱって㐠転してくださ

い。

	注意
●	㐠転୰ཪは回転୰、カバーを開けると回転物

に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 カバーを開けないでください。
●	機Ეのㄪᩚࡸ、着物の㝖ཤなどを行う時、

ＰＴＯ࠾よびエンジンをとめࡎに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

ࡣࡿࢀ㞳ࡽࢱࢡࣛࢺ

	㆙࿌
●	トラクタから離れる時、ഴᩳᆅࡸพฝᆅなど

に㥔車すると、トラクタがᭀ走してᛮわࡠ事

ᨾを㉳こす事があります。

	 ᖹᆠでᏳ定した場ᡤに㥔車し、トラクタのエ

ンジンをとめ、㥔車ブレーキをかけてᭀ走を

㜵いでください。
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作業ࡽࡓࡗࢃ⤊ࡀ

ᶵయࢆΎᤲࡿࡍࡣ

	༴㝤
●	㐠転୰ཪは回転୰は、荷ྎෆのΎᤲを行わな

いでください。

	 守らないと、ビータに巻き込まれてṚஸまた

は重യを負うことになります。

	注意
●	動力を切らࡎに、回転㒊・ྍ動㒊の着物の

㝖ཤ作業などを行うと、機Ეに巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

⤊業Ⅼ᳨のບ行

	注意
●	作業後の点᳨をᛰると、作業機のㄪᩚⰋࡸ

破損などがᨺ置され、ḟの作業時にトラブル

を㉳こしたり、ケガをする事があります。

	 作業が終わったら、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き点᳨

を行ってください。

ㄪฎ⨨࣭Ⅼ᳨࣭ᩚഛࡿࡍࢆ

	㆙࿌
●	パワーゲート及びビータを上昇させてᩚഛ・

Ύᤲするときは、上昇後、ᚲࡎストップバル

ブを「㛢」側に切り᭰࠼、ᯖᮌ等で㝆下㜵止

を行ってください。

	 守らないと、ពに㝆下し、Ṛஸまたは重യ

を負う༴㝤性があります。

	注意
●	機Ეに␗ᖖが⏕じた時、ࡑのままᨺ置すると、

破損ࡸケガをする事があります。

	 ྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き行ってください。
●	ഴᩳᆅࡸพฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、

トラクタࡸ作業機がពに動き出して、ᛮわ

。事ᨾを㉳こす事がありますࡠ

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。
●	ＰＴＯ࠾よびエンジンをとめࡎに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	⿵ಟࡸ㒊ရをする時、油圧⣔⤫に圧力が

かかっていると、㣕び出る㧗圧࢜イルあるい

はパワーゲート及びビータのᛴな㝆下で、ケ

ガをする事があります。

	 パワーゲート及びビータを下限まで下ࢁし、

油圧回㊰ෆの圧力を↓くしてから行ってくだ

さい。
●	ㄪฎ置・点᳨・ᩚഛのためにእしたカバー

㢮をྲྀりけࡎに作業すると、回転㒊ྍࡸ動

㒊に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 ඖ㏻りにྲྀりけてください。
●	点᳨・ᩚഛする時、ពにトラクタが動き出

し、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 エンジンをとめ、㥔車ブレーキをかけてから

行ってください。
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１ トラクタへの装着

㸯	ྛ㒊のྡ⛠ࡁࡽࡓࡣ

㸯.	ࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃ

	 トラクタのＰＴＯ㍈に接続し、作業機本体へ動

力ఏ達するのに⏝します。

㸰.	ࣥ࢝ࢳࢵࣄ

	 トラクタのドローバに㐃⤖するのに⏝します。

ࢻࣥࢱࢫ	.３

	 トラクタから切り離す時に⏝します。

㸲.	ࣝࢻࣥࣁࢻࣥࢱࢫ

	 ハンドルを回して、スタンドをఙび⦰みさせ、

トラクタのドローバの㧗さとࣄッチカンの㧗さ

を合わせるのに⏝します。

㸳.	ࣛࣉ࢝⏝࣮࢟ࣞࣈ

	 トラクタの油圧ᘧトレーラブレーキྲྀ出ཱྀに接

続して、作業機のブレーキを⏝します。

㸴.	ࢺ࣮ࢤ࣮࣡ࣃ

	 堆肥が荷⟽からὶれⴠࡕる事を㜵ࡂます。

㸵.	ࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉ

	 荷⟽に積載された堆肥をビータへᦙ送します。

㸶.	ὶ㔞ㄪᩚᘚ

	 プッシュゲートの送り速ᗘをㄪᩚします。

ࢫࢡࢵ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥ	.９

	 ὶ量ㄪᩚᘚの開ᗘをࣜࣔートコントロールする

置です。トラクタの㐠転ᖍの操作しࡸすい位

置にセットして⏝します。
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��.	㟁※ࢳࢵࢫ

	 コントロールボックスを操作する時は、まࡎ電

源スイッチをＯ㹌にします。

��.	㏦ࡾ㏿ᗘタᐃࣝࣖࢲ

	 プッシュゲートの送り速ᗘをㄪᩚします。

	 ダイヤルをྑ（時ィ回り）に回すと早くなり、

ᕥ（時ィ回り）に回すと㐜くなります。

��.	᪩㏦ࢳࢵࢫࡾ

	 早送りスイッチを早送り側にすると、ゲート速

ᗘタ定ダイヤルの位置に㛵ಀなく、プッシュ

ゲートは最㧗速で動きます。

	 散布作業の㝿、プッシュゲートを送りはじめて

ビータから堆肥が散布されはじめるまでの早送

り時及び㐠ᦙ堆積作業の㝿、堆積を㝆ࢁす時に

⏝します。

��.	⮬動Ṇࣉࣥࣛࠊࢳࢵࢫ

	 １回ᢲすẖに、自動停止のＯ㹌、Ｏ㹄㹄を⧞り

㏉します。

	 自動停止がＯ㹌の時は、ランプが点灯し、メイ

ンビータ及びアッパビータが回転していない

時ࡸ回転数が低い（トラクタＰＴＯの回転数が

２５０ｒｐｍ以下）時は、プッシュゲートが動

きませࢇ。

	 自動停止がＯ㹄㹄の時は、ランプが消灯し、メ

インビータ及びアッパビータが回転していなく

てࡶプッシュゲートは動きます。

��.	࣓ ࢱ࣮ࣅࣥ

	 堆肥をくだきながら散布します。

ࢱ࣮ࣅࣃࢵ	.��

	 積載された堆肥をならし、メインビータに定量

౪⤥します。

��.	ࣟ ࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛ

	 作業機本体からメインビータ及びアッパビータ

への動力ఏ達に⏝します。

ࢫࢡࢵ࣎ࣖࢠ	.��

	 トラクタから作業機本体にఏ達された動力を

９０r方ྥ転させます。

ࣥࣆ	.��

	 パワーゲート及びビータを昇㝆させるときにᕪ

し᭰࠼て⏝します。

	 散布作業で、パワーゲートのみ昇㝆させる時は、

ࣜヤボードの᱁⣡場ᡤにᕪします。㐠ᦙ堆積作

業でパワーゲート、ビータඹに昇㝆させる時は、

パワーゲートのアー࣒とビータࣇレー࣒のアー

。の㐃⤖㒊にᕪします࣒

	 出荷時は、ࣜヤボードの᱁⣡場ᡤにᕪしてあり

ます。

��ࢺࣝ࣎	.

	 散布作業のとき、ビータࣇレー࣒とࣜヤボード

をᅛ定します。出荷時は、ボルトでビータࣇレー

。とࣜヤボードをᅛ定しています࣒

㸰	㐺ᛂࢱࢡࣛࢺの⠊ᅖ

本〇ရは、適切なトラクタとの着によりⓗ確に性

⬟をⓎできるようにタィされています。

適切なトラクタとの着によっては本〇ရの⪏ஂ

性にⴭしくᙳ㡪を及ࡰしたり、トラクタの㐠転操作

にⴭしいᝏᙳ㡪を及ࡰすことがあります。

この〇ရの適ᛂトラクタはḟのと࠾りです。

㐺ᛂࢱࢡࣛࢺ
8 1 㹼 1 25 k W

( 1 1 0 㹼 1 7 0 P S )
እ 㒊 Ἔ ᅽ 」動 2 ⣔⤫

እ 㒊 Ἔ ᅽ ຊ 1 7 5 㹼 21 0   k g  /  c m 2

እ㒊Ἔᅽྤฟ㔞 40 ε /  ศ

ࡑ の 
Ἔᅽᘧ࣮ࣛࣞࢺ

取ฟཱྀ࣮࢟ࣞࣈ

╔のࢱࢡࣛࢺ	３

㸯.	ࣂ࣮ࣟࢻの㐃⤖

	㆙	࿌

●	作業機を着⬺するためにトラクタを移動させ

る時、トラクタと作業機の㛫に人がいると、

ᣳまれてケガをする事があります。

	トラクタと作業機の㛫に人を㏆࡙けないでく

ださい。

	注	意

●	作業機をトラクタに着⬺する時、ഴᩳᆅࡸพ

ฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行なうと、トラクタ

がពに動き出し、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事が

あります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行なってください。
●	㐃⤖するトラクタによっては、前輪荷重が㍍

くなり、操縦がᏳ定となって、ᛮわࡠ事ᨾ

をまࡡく事があります。

	トラクタへࣇロント࢘エイトをྲྀりけ、バ

ランスをྲྀってください。

（１）	作業機のスタンドハンドルを回し、トラクタ側

ドローバの㐃⤖点の㧗さに合わせてください。

取扱い上の注意

	 スタンドの㧗さㄪᩚ⠊囲は４００ੈとなって

います。

	 ㄪᩚ⠊囲を㉺࠼た⏝は破損の原因となります。

	 㧗さㄪᩚ⠊囲を守ってください。
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（２）	トラクタのエンジンを始動し、静かに後退し、

ドローバにヒッチカンを入れてください。

（３）	ドローバおよびヒッチカンの連結点の穴を合

わせて、トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレー

キをかけてください。

（４）	トラクタ付属のヒッチピンを通し、リンチピン

などで抜け止めをしてください。

（５）	スタンドハンドルを回し、スタンドが地面から

離れるまで縮めてください。

（６）	リンチピンを外し、ピンを抜いてから、スタン

ドを外して、スタンド格納時の位置に取り付け

てからピンを差し、リンチピンで抜け止めをし

てください。

２. トラクタ油圧取出口との接続

本作業機のプッシュゲートの送り戻し、パワーゲート

及びビータの上昇、下降は油圧仕様となっています。

（１）	プッシュゲート、パワーゲート及びビータ共に

複動シリンダのため、接続するカプラは各２

個で計４個です。１／４の油圧ホース２本がパ

ワーゲート及びビータ、１／２油圧ホース２本

がプッシュゲートです。

	 カプラはプッシュゲート、パワーゲート及び

ビータ共に１／２オスを取付しています。

（２）	トラクタの外部油圧取出口に間違いのないよう

	 カプラを接続してください。

本機で使用している油圧オイルは、耐磨耗性油圧

作動油（ＶＧ４６）です。

プッシュゲートを操作するとシリンダ内の充填オイ

ルはトラクタのオイルタンクに流れて内部のオイル

と混合します。

油圧オイルが混合してトラクタに悪影響を及ぼすこ

とがないかトラクタの取扱説明書を読んで確認願い

ます。

不明な点があればトラクタ販売店にご相談ください。

トラクタに悪影響を及ぼす場合、以下の手順に基

づきオイルを交換してください。

オイルの交換方法

（１）	１／２油圧ホース２本の内、黄色テープが貼っ

てあるホース（伸び側）のカプラのみトラクタ

の外部油圧取出口に接続してください。

（２）	緑色テープが貼ってある油圧ホース（縮み側）

のオスカプラを外してください。

	 ２０リットル空缶などで油受けをしてください。

（３）	「3-4　プッシュゲートの変速操作」を参照し

て早送りスイッチを早送り側にセットしてくだ

さい。

	 自動停止スイッチをＯＦＦにしてください。

（４）	トラクタの油圧レバーを操作してプッシュゲー

トを後方に移動させてください。

	 シリンダが伸びて内部のオイルが排出されます。

（５）	プッシュゲートが最後端に移動したことを確

認して油圧レバーを戻してください。

	 シリンダは最伸状態になります。

（６）	外しておいたオスカプラを元に戻してくださ

い。

	 その際シールテープを巻き直してください。

（７）	緑色テープが貼ってある油圧ホース（縮み側）

のカプラをトラクタの外部油圧取出口に接続し

てください。

	 通常の作業状態になります。

（８）	トラクタの油圧レバーを操作してプッシュゲー

トを前方に移動させてください。

	 シリンダ内部のオイルがトラクタで使用してい

るオイルに交換されます。

（９）	トラクタのオイル量を確認してください。

	 シリンダ最伸状態で不足することがあります

ので注意願います。
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取扱い上の注意

	 トラクタのカプラによってはᵝが␗なるた

め接続してࡶ油がὶれないことがあります。

	 本機の࢜スカプラをトラクタ⣧正ရにし

てください。

⥆の᥋࣮࢟ࣞࣈ	.３

	 ブレーキ⏝カプラをトラクタの油圧ᘧトレーラ

ブレーキྲྀ出ཱྀに接続してください。

���NJ�FP2ࡣの作動Ἔᅽຊ࣮࢟ࣞࣈ࣮ࣛࣞࢺ  以

下です。

取扱い上の注意

	 本作業機のブレーキは油圧ᘧトレーラブレー

キᑓ⏝です。

	トラクタに油圧ᘧトレーラブレーキྲྀ出ཱྀが

ഛされていなけれࡤ⏝できませࢇ。

㸲.	㟁の᥋⥆

取扱い上の注意

	 トラクタに電ရの⤖⥺をする時、エンジン

キーをＯ㹄㹄にしないで行うとシࣙートする

事があります。

	 エンジンキーをＯ㹄㹄にして行ってください。

	 作業機にはトラクタと㐃動するࢸールランプを

ഛしています。

	 電はトラクタとコࢿクタで接続します。

	 トラクタ側のእ㒊電ရྲྀり出しཱྀが㹂㹇㹌つ

᱁７Ｐコࢿクタでഛされている場合は、ࡑの

まま作業機側コࢿクタをトラクタ側コࢿクタに

接続してください。

	 また、トラクタ側にእ㒊電ရྲྀり出しཱྀが

ഛされていない場合は、ู㏵トラクタ側コࢿク

タの電Ẽ㓄⥺がᚲせとなります。

	 作業機側コࢿクタの㓄⥺は下ᅗの㏻りです。な

。クタは接続㠃方ྥから見ていますࢿコ、࠾

㸳.	ࢫࢡࢵ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥの取

取扱い上の注意

●	バッࣜࢸからバッࣜࢸコードをእす時ྲྀࡸり

ける時、ᡭ順が逆になると、ᕤලなどの接

ゐにより、シࣙートする事があります。

	 እす時はۑ㸫側からእし、ྲྀりける時は、ۑ㸩

側からྲྀりけてください。
●	電源コードをバッࣜࢸにྲྀりける時、電源

コードがコントロールボックスに接続され、

ὶ量ㄪᩚᘚまで接続した≧ែで行なうと、ㄗ

作動する事があります。コントロールボック

スから切り離した電源コード༢体で行なって

ください。
●	コントロールボックスのスイッチをＯ㹌にし

たまま、トラクタのエンジンをとめるとトラ

クタのバッࣜࢸがᨺ電します。

	トラクタのエンジンをとめる時は、コントロー

ルボックスのスイッチをＯ㹄㹄にしてください。
●	⏝後、または長時㛫⏝しない時は、コン

トロールボックスをྲྀりእして、ᒇෆでಖ⟶

してください。

	 バッࣜࢸあがり、⤖㟢の原因となります。
●	コントロールボックスはỈれཝ⚗です。

（１）	電源コードをバッࣜࢸターࢼ࣑ルへྲྀりけて

ください。電源コードのターࢼ࣑ルは、トラク

タのバッࣜࢸターࢼ࣑ルをとめているボルトと

ඹ⥾めにしますのでバッࣜࢸからۑ㸫、ۑ㸩ඹに

コードをእしてください。コードをእす時は、

ྀྲ、㸫側からእしてください。ཪۑ りける時は、

。㸩側からྲྀりけてくださいۑ

	 トラクタのバッࣜࢸコードのࢼットをእし、電

源コードのターࢼ࣑ルをྲྀりけ、ࢼットを⥾

めけてください。

（２）	コントロールボックスをトラクタ㐠転ᖍの操作

しࡸすい場ᡤにྲྀりけてください。

	 ྲྀりけは、☢▼での྾着ですのでᖹらな㠃

にྲྀりけてください。
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（３）	電源コードのࢯケットとコントロールボックス

のࢯケットを接続してください。

（４）	作業機側ࢯケットからキࣕップをእし、コント

ロールボックスのࢯケットと接続してください。

	 このとき、ࢯケットのพฝを合わせて「カチッ」

と㡢が㬆るまでᕪし込ࢇでください。

	 作業機側ࢯケットからキࣕップをእす時は、キࣕッ

プの▮༳㒊ศをᢲしながらእしてください。

㸲	ࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃの╔

	༴	㝤

●	カバーのないパワージࣙイントを⏝すると、

巻き込まれてケガをする事があります。

	 カバーのないパワージࣙイントは、⏝しな

いでください。
●	カバーが損യしたまま⏝すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損യしたらすࡄにྲྀり᭰࠼てください。

	 ⏝前には、損യがないか点᳨してください。
●	トラクタ࠾よび作業機に着⬺する時、➨୕⪅

のὀពにより、ពにパワージࣙイントが

回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。
●	カバーのチ࢙ーンをྲྀりけないで⏝する

と㺂カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチ࢙ーンを回転しな

いᡤに㐃⤖してください。

	注	意

●	最ఙ時の重なりが１００ੈを下回ると、ジࣙ

イントを回転させた時、破損しケガをする事

があります。

	 最⦰時の㝽㛫が５０ੈよりࡶᑠさくなると、

ジࣙイントの✺き上げが㉳きる事があり、ジࣙ

イントの破損をまࡡき、ケガをする事があり

ます。

	 適正な重なり量で⏝してください。

㸯.	㛗ࡉの☜ㄆ方ἲ

（１）	作業機をけࢇᘬしながら前進し、トラクタと作業

機がほ୍ࡰ┤⥺になった≧ែで停止してください。

（２）	パワージࣙイント（ア࢘タ）から、パワージࣙ

イント（インࢼ）をᘬきᢤいてください。

ࡒれࡑ、ンをᢲしてࣆンࣚークのクランプࣆ	（３）

れのパワージࣙイントをＰＴＯ㍈、Ｐ㹇㹁㍈に

㐃⤖し、クランプࣆンがඖの位置に出るまで

ᢲし込ࢇでください。

	 シࣕーボルトクラッチ側をトラクタ側に接続し

てください。

（４）	Ᏻカバーྠኈを重ࡡ合わせた時、パイプ（ア

の重なり量が１００ੈ（ࢼイン）タ）とパイプ࢘

以下の場合は、㈍ᗑに㐃⤡し、長いパワージࣙ

イントとしてください。

（５）	ＰＴＯ㍈࠾よびＰ㹇㹁㍈からパワージࣙイント

のア࢘タとインࢼをྲྀりእしてください。

（６）	作業機をけࢇᘬしながら᪕回し、作業機ドロー

バ側㠃とトラクタ後輪が接ゐするᑍ前で停止

してください。

ンをᢲして、パワージࣙࣆンࣚークのクランプࣆ	（７）

イントをＰＴＯ㍈、Ｐ㹇㹁㍈に㐃⤖し、クランプ

。でくださいࢇンがඖの位置に出るまでᢲし込ࣆ

	 シࣕーボルトクラッチ側をトラクタに接続して

ください。

（８）	Ᏻカバーྠኈを重ࡡ合わせた時、Ᏻカバー

（ア࢘タ）とᏳカバー（インࢼ）が࢜ーバーラッ

プする位置に目༳をけ、さらに࢜ーバーラッ

プした長さに５０ੈをຍ࠼た位置に༳をけ、

この༳からカバー端㒊までの長さを切᩿方ἲ

のᡭ順にᇶ࡙き切᩿してください。

取扱い上の注意

	 パワージࣙイントを上下に重ࡡ合わせた時、

トラクタ後輪に接ゐし、ほࡰ┤⥺≧にならな

い場合は、作業機ドローバ側㠃とトラクタ後

輪の㛫㝸がᗈくなるようにトラクタを移動し

てください。
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㸰.	ษ᩿方ἲ

（１）	Ᏻカバーのア࢘タ・

インࢼ୧方を長いศ

だけ切りྲྀります。

（２）	切りྲྀったྠじ長さ

をパイプのඛ端から

ィります。

（３）	パイプのア࢘タとイ

ンࢼ୧方を㔠ࣀコま

たはカッターで切᩿

します。

	 切᩿する時は、パイプの୰に࢘エスをワめ、

切り⢊がパイプෆ㠃に着するのを㜵いでく

ださい。

（４）	切りཱྀをヤスࣜなどでなめらかに上げてから

パイプをよくΎᤲし、ḟにࣜࢢースをሬ布して、

ア࢘タとインࢼを⤌み合わせます。

３.	Ᏻ࣮ࣂ࢝の⬺╔方ἲ

（１�	Ᏻカバーのศゎᡭ順

ձ	ᅛ定ࢿジをྲྀりእ

してください。

ղ	Ᏻカバーをྲྀり

እし位置へ回して

ください。

ճ	Ᏻカバーをᘬき

ᢤいてください。

մ	スライドࣜンࢢを

ྲྀり出してくださ

い。

（２�	Ᏻカバーの⤌❧ᡭ順

ձ	ࣚ ークのスライド

ࣜンࢢ⁁とパイプ

（インࢼ）に㧗ရ

㉁ࣜࢢースをሬっ

てください。

ղ	スライドࣜンࢢの

つࡤをパイプ側に

ྥけ、切りཱྀを開

いて⁁にはめてく

ださい。

ճ	ࡑの上にᏳカ

バーをはめてくだ

さい。

մ	カバーをしっかり

止まるまで回して

ください。

յ	ᅛ定ࢿジを⥾めけてください。

㸲.	ࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃの㐃⤖

ンをᢲして、ＰＴＯࣆンࣚークのクランプࣆ	（１）

㍈、Ｐ㹇㹁㍈に㐃⤖し、クランプࣆンがඖの位

置に出るまでᢲし込ࢇでください。

	 シࣕーボルトクラッチ側をトラクタに接続して

ください。

取扱い上の注意

	 ྲྀりけ方ྥを㛫㐪いますと、ジࣙイントの

ᨾ障原因になります。

	注	意

●	パワージࣙイントを接続した時、クランプࣆン

が㍈の⁁に⣡まっていないと、⏝୰にእれ、

ケガをする事があります。⁁に⣡まっている

か、接続㒊をᢲしᘬきして確かめてください。

（２）	Ᏻカバーのチ࢙ーンをᅛ定したᡤにྲྀり

け、カバーの回転を㜵いでください。

	 チ࢙ーンは᪕回時の動きに順ᛂできるవ⿱を

ᣢたせ、またへࡦっかかりなどがないように

వศなたるみをྲྀってください。
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２ 運転を始める前の点検

機ᲔをㄪᏊよく長ᣢࡕさせるため、作業前にᚲࡎ行

いましࡻう。

㸯	運㌿๓のⅬ᳨

㸯.	ྛࢱࢡࣛࢺ㒊のⅬ᳨

（１）	トラクタのྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き点᳨を行って

ください。

（２）	トラクタ油圧࢜イルの点᳨

	 本作業機はトラクタのእ㒊油圧ྲྀ出置を

⏝して作業を行います。

	 ྛ㒊の油圧シࣜンダが最⦰≧ែから最ఙ≧ែ

まで作動するためにᚲせな油圧࢜イルは㸯㸳

。ですࣝࢺࢵࣜ

㸰.	㐃⤖㒊のⅬ᳨

トラクタのドローバと作業機のࣄッチカンが、トラ

クタᒓのࣄッチࣆンで㐃⤖され、ࣜンチࣆンなど

でᢤけ止めが確ᐇにされているか。

ල合が見つかった時は、「1�3	トラクタへの着」

のㄝ᫂にᇶ࡙きල合をゎ消してください。

のⅬ᳨ࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃ	.３

（１）	ジࣙイントのᢤけ止めのクランプࣆンが、ＰＴ

Ｏ㍈、Ｐ㹇㹁㍈ࡑれࡒれの⁁に⣡まっているか。

	 ල合が見つかった時は、「1��	 パワージࣙイ

ントの着」のㄝ᫂にᇶ࡙きල合をゎ消し

てください。

㸲.	〇ရᮏయのⅬ᳨

（１）	ボルト・ࢼットに⦆みはないか。

	 Ᏻ上≉に重せな㒊ศのボルト・ࢼットにつ

いては、「５�重せ点᳨⟠ᡤ」にᇶ࡙き、⦆み

がないか点᳨してください。

（２）	タイヤのட、損യはないか。

	 また、タイヤの⁁῝さは適正か。␗ᖖᦶ⪖は

ないか。ල合が見つかった時は㒊ရを

してください。

（３）	タイヤの空Ẽ圧は適正か。

	㆙	࿌

●	適正空Ẽ圧をཝ守してください。

	 ≉に空Ẽのධれ過ࡂには༑ศὀពしてくださ

い。

	 守らないと、タイヤが破し、Ṛஸまたは重

യを負う༴㝤性があります。

	 ල合が見つかった時は、⾲にᇶ࡙き空Ẽを適

正空Ẽ圧にしてください。

ࢬࢧࣖࢱ ✵ Ẽ ᅽ
5 5 0 / 6 0 -22. 5 -1 2P R 225 k P a  ( 2. 3 k g / c m 2)

（４）	シࣕーボルトが切᩿していないか。

	 切᩿している場合は「��2�1	 シࣕーボルトの

」にᇶ࡙きシࣕーボルトをしてくださ

い。

（５）	メインビータ及びアッパビータ㥑動⏝ローラ

チ࢙ーンのࢸンシࣙンは適正か。

	 ල合が見つかったら「��2�2	ローラチ࢙ーン

のࢸンシࣙン」のㄝ᫂にᇶ࡙きල合をゎ消し

てください。

（６）	損യ㒊ရはないか。

	 損യ㒊ရが見つかった時は、⿵ಟࡶしくは㒊

ရをしてください。

（７）	ྛ 㒊の⤥油は༑ศか。

	 ල合が見つかった時は「2�3	⤥油⟠ᡤ୍ぴ⾲」

のㄝ᫂にᇶ࡙き⤥油してください。
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㸳.	㔜せⅬ᳨⟠ᡤ

	㆙	࿌

●	重せ点᳨⟠ᡤは、ẖ᪥のጞ業前にᚲࡎボルト・ࢼットの⦆みの点᳨を行い、⦆みのあった⟠ᡤは⾲に

ᇶ࡙きቑし⥾めを行ってください。

	 守らないと、機Ეに巻き込まれる等のᛮわࡠ事ᨾにより、Ṛஸまたは重യを負う༴㝤性があります。

㒊 㔜せⅬ᳨⟠ᡤ ࢬࢧࡌࡡ
ᕤල㸰㠃ᖜ

[ m m ]
⥾⤖ᩘ

[ ⟠ᡤ ]
⥾ࢡࣝࢺࡅ

[ N m࣭ ]
ഛ⪃

A ࣥ࢝ࢳࢵࣄ M 3 6 × 1 . 5 5 4 1 1 43 ͤ㸯ཧ↷

B の㐃⤖㒊࣒࣮ࣞࣇ࣭ࣂ࣮ࣟࢻ M 1 6 24 4 1 8 0 㹼 23 0 ቑࡵ⥾ࡋ

C
のࢺ࣮࣏ࢧ࣭࣒࣮ࣞࣇ࣭ࣂ࣮ࣟࢻ

㐃⤖㒊

M 1 2 1 9 8 7 5 㹼 1 0 0 ቑࡵ⥾ࡋ

M 1 6 24 4 1 8 0 㹼 23 0 ቑࡵ⥾ࡋ

D ࢺࢵࢼ࣮ࣝ࣍ M 20 × 1 . 5 27 3 2 40 0 㹼 45 0 ࡵ⥾ࡋቑ࡛ࢳࣥࣞࣖࢱ

E
㌴㍈࣭ࢺ࣮࣏ࢧ࣭࣒࣮ࣞࣇの

㐃⤖㒊
M 1 6 24 8 1 8 0 㹼 23 0 ቑࡵ⥾ࡋ

F ࢻ࣮ࣞࣈ M 1 2 1 9 48 7 5 㹼 1 0 0 ቑࡵ⥾ࡋ

ͤ１�	⦆みがあれࡤつ定トルクにてቑし⥾めし、ࡑの後ワࣜࣆンのධる⁁の位置が合うまでさらに⥾めこࢇで

ください。この時、ワࣜࣆンは⏝せࡎ、᪂ရにしてください。
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㸰	ࣥࢪ࢚ࣥጞ動࡛のⅬ᳨

	㆙	࿌

●	ＰＴＯを切らないでエンジンをጞ動すると、

ᛴに作業機が㥑動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってからጞ動してください。

㸯.	㥑動⣔⤫のⅬ᳨

トラクタのエンジンをかけ、ＰＴＯを接続し、低速

で回転させてください。

（１）	パワージࣙイントから作業機本体までに␗ᖖ

はないか。ල合が見つかった時は、「��1	 

ㄪฎ置୍ぴ⾲」にᇶ࡙きල合をゎ消してく

ださい。

（２）	ビータに␗ᖖはないか。

ձ	␗㡢はないか。

ղ	␗ᖖな動はないか。

	 ල合が見つかった時は「��1	ㄪฎ置୍

ぴ⾲」にᇶ࡙きල合をゎ消してください。

㸰.	Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

（１）	パワーゲート及びビータの昇㝆に␗ᖖはないか。

	 パワーゲート側のカプラを接続した方のトラク

タ油圧レバーを操作し、パワーゲート及びビー

タを上昇させた≧ែでಖᣢした時、㝆下がな

いか。

（２）プッシュゲートに␗ᖖはないか。

	 コントロールボックスのスイッチをＯ㹌にし、

プッシュゲート側のカプラを接続した方のトラ

クタ油圧レバーを操作してください。

ձ	自動停止をＯ㹄㹄にし、ダイヤルをྑ（時

ィ回り）に回した時、プッシュゲートの送

り速ᗘが速くなり、ᕥ（時ィ回り）に回

したとき㐜くなるか。

ղ	自動停止をＯ㹌にし、トラクタのＰＴＯを

接続してエンジン回転数を上げると、プッ

シュゲートが動き、エンジン回転数を下げ

ると、プッシュゲートが停止するか。

ճ	ダイヤルを目盛１６以下にし、早送りスイッ

チを早送り側にすると、プッシュゲートの

動きが早くなり、散布側にすると、ダイヤ

ルでタ定した速ᗘになるか。

մ	トラクタのእ㒊油圧ྤ出量はẖศ４０ࣜッ

トルにㄪᩚされているか。

	 プッシュゲートが最後ᑿから最前位置に戻

るまでの時㛫を 定し、㸰㸳㹼３㸮⛊の⠊

囲にあるか確認してください。

	 トラクタእ㒊油圧のὶ量がከすࡂて油 が

上昇する事があります。እ㒊油圧のὶ量ㄪ

ᩚができるトラクタでは、ẖศ４０ࣜット

ルにㄪᩚして⏝してください。

	 ὶ量ㄪᩚができないトラクタでは、ẖศ

８０ࣜットル以下で⏝してください。ࡑ

れ以上のὶ量が出る場合は、ูのスロー

ࣜターンバルブのഛがᚲせです。「��2	

ののㄪฎ置」にᇶ࡙きྲྀりけ、ὶࡑ

量ㄪᩚを行ってください。

	 また、長時㛫の㐃続作業ࡸ過負荷により油

 が上昇する事があります。油 が上昇し

た時は、作業を୰᩿し、油 を下げてから

作業を開してください。

（３）	トラクタのእ㒊油圧の油量は༑ศか。

	 パワーゲートを上昇させ、プッシュゲートを最

後ᑿまで送った≧ែで油量が༑ศか確認して

ください。

（４）	ブレーキに␗ᖖはないか。

	 ブレーキ⏝のカプラを接続し、トラクタブレー

キ࣌ダルを㋃み、ブレーキ⏝シࣜンダがఙび

るか。

	 トラクタブレーキ࣌ダルを離し、ブレーキ⏝シ

ࣜンダが⦰ࡴか。

	 油圧⣔⤫に␗ᖖが見つかった時は、「��1	 ㄪ

ฎ置୍ぴ⾲」にᇶ࡙きฎ置してください。

	 トラクタ油圧⣔⤫などに␗ᖖがある時は、トラ

クタ㈍ᗑにࡈ┦ㄯください。
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３	⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲

。のを⏝してくださいࡶイルはΎίな࢜油・ሬ布する⤥	ۑࠉ

。ースが出るまでですࣜࢢースが排出され、᪂しいࣜࢢースを⤥⬡する場合、適量とはྂいࣜࢢ	ۑࠉ

	 ල合が見つかった時は、「��1	ㄪฎ置୍ぴ⾲」にᇶ࡙きල合をゎ消してください。

N o . ᡤࠉሙࠉἜࠉ⤥ ⟠ᡤ ₶Ἔの✀㢮       ᮇ ⤥Ἔ㔞 ഛࠉ⪃

1 ࢫࢡࢵ࣎ࣖࢠ 1
ͤ 1 㞟୰⤥Ἔࢫ࣮ࣜࢢ

4 ✀㸹2 ྕ
作業ࣥࢬ࣮ࢩẖ 1 , 20 0 㹥

⤥⬡

㸦ࣝࣉࢵࢽࢫ࣮ࣜࢢ㸧

2 ㌴㍈࣓ࣝࢱ 2 ࠌ ⏝ẖ 㐺㔞 ࠌ

3 ࢻࣥࢱࢫ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

4 ࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃ 4 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

5 㹎㹇㹁㍈ཷࠎ 4 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

6 ཷࠎ㍈ࢱ࣮ࣅ࣓ࣥ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

7 ཷࠎ㍈ࢱ࣮ࣅࣃࢵ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

8
࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ

㸦ᮏయ㹼࣓ࢱ࣮ࣅࣥ㸧
1 ࣝ࢜ ࠌ ࠌ ሬᕸ

9
࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ

㸦࣓ࢱ࣮ࣅࣥ㹼ࢱ࣮ࣅࣃࢵ㸧
1 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

1 0 のᨭⅬ࣒࣮ 4
ͤ 1 㞟୰⤥Ἔࢫ࣮ࣜࢢ

4 ✀㸹2 ྕ
ࠌ ࠌ

⤥⬡

㸦ࣝࣉࢵࢽࢫ࣮ࣜࢢ㸧

1 1
㸧↓࣮࢟ࣞࣈ㸦ࣈࣁ 2 ࠌ

2, 0 0 0 k m 走行ẖ

ཪ３ࡣᖺẖ
ࠌ ࠌ

ͤ 㸧࣮࢟ࣞࣈ㸦ࣈࣁࠉ2 2 ࠌ ࠌ 20 0 㹥 ⤥⬡㸦㸧

ͤ１	㹇㹂㹃㹋㹇Ｔ㹑㹓「ダࢽࣇーࠉエࢿ࣏ックス㹑㹐ࠉ㹌㹭�2」ཪは┦ᙜရを࠾いください。

ͤ２	ハブに⤥⬡（）する時はハブキࣕップをእす等のศゎがᚲせです。㉎ධඛにࡈ┦ㄯください。
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３ 作業の仕方

作業のὶࢺ࣏ࣥࢀ

 

 

 

のࢲࣥࣜࢩ⏝ࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉ
ࣝ࢜

⥆の᥋ࢱࢡࣛࢺ

運㌿๓のⅬ᳨

ጞ動࡛のⅬ᳨ࣥࢪ࢚ࣥ

堆⫧の積㎸

移動ሙ

ᩓᕸ㔞のタᐃ

㹎㹒㹍᥋⥆ᚋࠊἜᅽࣞࢆ࣮ࣂ
ධࢺ࣮ࢤ࣮࣡ࣃ࡚ࢀ上᪼

Ἔᅽࣞࢆ࣮ࣂධ࡚ࢀ走行ᩓᕸ

ᩓᕸ⤊ᚋࢆࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉࠊᡠ
ࡏࡉୗ㝆ࢺ࣮ࢤ࣮࣡ࣃࡽ࡚ࡋ
Ἔᅽࣞࢆ࣮ࣂษࠊࡾ㹎㹒㹍ࢆษࡿ

ࣝ࢜のࢱࢡࣛࢺࡀࣝ࢜ෆのࢲࣥࣜࢩ
ΰධࡿࡍの࡛ࣝ࢜のᚲせᛶࢆ☜ㄆ

㟁ࠊࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃࠊࣂ࣮ࣟࢻ
⥆の᥋ࢫ࣮࣍Ἔᅽࠊࢫࢡࢵ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥ

ࡵ⥾ࡋቑࡎᚲࡣࢺࢵࢼ࣮ࣝ࣍

㥑動⣔⤫ࠊἜᅽ⣔⤫の☜ㄆ

๓方ࡽᚋ方࡚ࡗྥᆒ୍積㎸

㏦ࡾ㏿ᗘ走行㏿ᗘの㑅ᐃ

࡚ࡋⴠపᅇ㌿ࢆᅇ㌿ᩘࣥࢪ࢚ࣥ
㹎㹒㹍᥋⥆

Ṇ≧ែ࡛᪩㏦࡛ࢳࢵࢫࡾጞ動
ᧈࡁጞࡽࡓࡵᩓᕸษ࡚᭰࠼走行㛤ጞ

࡚ࡋⴠపᅇ㌿ࢆᅇ㌿ᩘࣥࢪ࢚ࣥ
㹎㹒㹍ษࡿ

‽ഛ

ᩓᕸ

移動ሙ

のタᐃࢫࢡࢵ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥ

Ἔᅽࣞࢆ࣮ࣂධ࣭ࢺ࣮ࢤ࡚ࢀ
上᪼ࢱ࣮ࣅ

 

Ἔᅽࣞࢆ࣮ࣂධ࡚ࢀ堆⫧ฟ

ฟ⤊ᚋࢆࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉࠊ
ᡠࢆࢱ࣮ࣅ࣭ࢺ࣮ࢤ࡚ࡋୗ㝆ࡉ
ࡿษࢆ࣮ࣂἜᅽࣞࡏ

᪩㏦ࢆࡾ㑅ᐃ

堆積

堆⫧の積㎸

運搬堆⫧作業のษ᭰
取እࠊࡋ࠼᭰ࡅ㒊ရの☜ㄆ
せࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃ

๓方ࡽᚋ方࡚ࡗྥᆒ୍積㎸

066-0057-2002

取扱い上の注意

	 プッシュゲート、パワーゲートの操作順序を

逆に行うと、機体の破損原因となります。

	 操作順序を守って作業を行ってください。
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Ᏻを確認してៅ重に作業してください。

㸯	ᮏ〇ရの⏝┠ⓗ

堆肥ࡸ㭜⣅の散布及び㐠ᦙ作業に⏝してくださ

い。

の⏝㏵には⏝しないでください。

取扱い上の注意

	 堆肥ࡸ㭜⣅以እの散布をすると、本〇ရが破

損する事があります。

	 本作業機の⏝目ⓗ以እでの⏝は、ࡸめて

ください。

	 また、堆肥ࡸ㭜⣅の୰に▼・ᮌ∦・ịሢなど

がΰධしていると、機体の破損原因となる事

があります。

	 ΰධしないように᪥ᖖから⟶⌮してください。

	 散布時にΰධが見つかったら、ྲྀり㝖いてか

ら作業してください。

㸰	᭱積㍕㔞

᭱積㍕㔞 1 0 , 40 0 k g

	注	意

●	過積載あるいは∦荷積載をすると、᪕回୰ࡸ

ഴᩳᆅでの作業時、作業機が転ಽし、ケガを

する事があります。

	 指定された積載量以上の積載はしないでくだ

さい。

	 ほࡰᖹᆠになるように積載してください。

３	堆⫧࣭㭜⣅の積ࡳ㎸ࡳ方

１�	荷ྎの前方から後方にྥかって、積み込みして

ください。

取扱い上の注意

	 前方から後方にྥかって積み込みをすること

により、散布時に堆肥ࡸ㭜⣅がほࡄれࡸすく、

機体に↓⌮がかかりませࢇ。

	 積み込みの順序を後ࢁに積ࢇだり、前に積ࢇ

だりなどのようにバラバラに行なうと、↓⌮

な力がかかったり、散布࣒ラの原因になる事

があります。

２�	積み込み㧗さは、アッパービータの୰ᚰまでを

目Ᏻとしてできる限りᆒ୍にしてください。

	 積み込み㧗さを㧗くすると、アッパービータが

堆肥を後方に㣕ࡤすため、ᆒ୍な散布がᚓられ

ない事があります。

取扱い上の注意

	 積み込み過ࡸࡂᆒ୍な積み込みで散布す

ると、ビータ㒊でワまりが㉳きたり、散布࣒

ラの原因になる事があります。

	 また、機体の破損原因になる事があります。

	 適正な積載量にして、さらにᆒ୍に積み込ࢇ

で作業する事により、トラブルのない順ㄪな

作業ができます。

㸲	ࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉのኚ㏿᧯作

プッシュゲートの送り速ᗘは、コントロールボック

スの早送りスイッチを散布側にし、ダイヤルを回す

事でㄪ⠇できます。

ダイヤルを （ྑ時ィ回り）に回すと速ᗘが速くなり、

ᕥ（時ィ回り）に回すと㐜くなります。

早送りスイッチが早送り側の時は、ダイヤルの位置

に㛵ಀなく、プッシュゲートは最㧗速で動きます。

取扱い上の注意

	 送り速ᗘの目Ᏻは、下グの⠊囲で⏝してく

ださい。

・	 ０㹼１６ 堆肥の散布作業

・	１７㹼１８ 散布開ጞまでの早送りࡸ、㐠ᦙ

作業
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㸳	⮬動Ṇ

コントロールボックスの自動停止スイッチを１回ᢲ

すẖに、自動停止のＯ㹌、Ｏ㹄㹄を⧞り㏉します。

自動停止がＯ㹌の時は、ランプが点灯し、メインビー

タ及びアッパビータが回転していない時ࡸ、回転数

が低い（トラクタＰＴＯ回転数が２５０ｒｐｍ以下）

時は、プッシュゲートが動きませࢇ。

自動停止がＯ㹄㹄の時は、ランプが消灯し、メイン

ビータ及びアッパビータが回転していなくてࡶプッ

シュゲートは動きます。

取扱い上の注意

	 ㏻ᖖの散布作業は、自動停止Ｏ㹌で行ってく

ださい。シࣕーボルトが切᩿したとき等、ビー

タが回転していない時に自動でプッシュゲー

トが停止し、機体に↓⌮がかかりませࢇ。

	 自動停止Ｏ㹄㹄では、㐠ᦙ作業ࡸ荷⟽ෆのΎ

ᤲ等に⏝してください。

㸴	ࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉの㏿ᗘᩓᕸ㔞

プッシュゲートの速ᗘと散布量の㛵ಀは、下グの㏻りです。

堆肥の性≧と希望散布量から、プッシュゲートの速ᗘとトラクタの車速をỴめ作業してください。

( t o n / 1 0 a )

࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ

ࢫࢡࢵ࣎

㛤ᗘࣝࣖࢲ

ᗘ㏿ࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉ ᮍ⇍堆⫧㸦㸲㸮㸮㹩㹥㸭㹫３㸧 ⇍堆⫧㸦㸶㸮㸮㹩㹥㸭㹫３㸧

Ⲵྎ๓➃ࡽᚋ➃

の移動㛫࡛ࡲ
㹫㸭ศ

㏿㌴ࢱࢡࣛࢺ ㏿㌴ࢱࢡࣛࢺ

㸳㹩㹫㸭㹦 㸵㹩㹫㸭㹦 㸳㹩㹫㸭㹦 㸵㹩㹫㸭㹦

2 1 5 ศ 3 0 ⛊ 0 . 3 1 . 3 0 . 9 2. 5 1 . 8
4 7 ศ 3 0 ⛊ 0 . 7 2. 6 1 . 9 5 . 3 3 . 7
6 4 ศ 3 0 ⛊ 1 . 1 4. 4 3 . 2 8 . 9 6 . 3
8 3 ศ 1 . 8 6 . 9 4. 9 1 3 . 9 9 . 9
1 0 2 ศ 1 5 ⛊ 2. 2 8 . 8 6 . 2 1 7 . 5 1 2. 5
1 2 1 ศ 45 ⛊ 2. 7 1 0 . 8 7 . 7 21 . 5 1 5 . 3
1 4 1 ศ 3 0 ⛊ 3 . 5 1 3 . 8 9 . 8 27 . 6 1 9 . 7
1 6 1 ศ 1 5 ⛊ 4. 0 1 5 . 9 1 1 . 3 3 1 . 7 22. 6
1 8 1 ศ 1 0 ⛊ 4. 3 1 7 . 0 1 2. 1 3 4. 0 24. 2

プッシュゲートの速ᗘは、トラクタእ㒊油圧のὶ量࢜ࡸイルの ᗘ変化等により変化します。

ᐇ作業ᇦの目Ᏻはダイヤル開ᗘ４㹼１０です。１７㹼１８は散布開ጞまでの早送りに⏝し、㏻ᖖ散布には

⏝しないでください。
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㸵	ᩓᕸ作業運搬堆積作業のษ࠼᭰ࡾ

１�	散布作業でパワーゲートのみ昇㝆させるときは、

（１）	ᕥྑのࣆンをࣜヤボードの᱁⣡場ᡤにᕪし、

ᢤけ止めにࣜンチࣆンをᕪしてください。

（２）	ビータࣇレー࣒とࣜヤボードをボルトでᅛ定し

てください。（ᕥྑྛ４ࣧᡤ）

からスプロケットをྲྀりእし、ࣜヤ࣒レーࣇ	（３）

ボードのボスにボルト（㹋１２�３５）４本で

ᅛ定してください。

	 ローラチ࢙ーンはスプロケットにけた≧ែで

ྲྀりけてください。

（４）	ローラチ࢙ーンのࢸンシࣙンをㄪᩚしてくださ

い。

（５）	カバー㸹㹊Ｏをྲྀりけてください。

２�	㐠ᦙ堆積作業でパワーゲート、ビータඹに昇㝆

させるときは、

（１）	カバー㸹㹊Ｏをྲྀりእしてください。

（２）	ローラチ࢙ーンのࢸンシࣙンを⦆めてくださ

い。

（３）	スプロケットをボスからྲྀりእし、ビータࣇ

レー࣒にボルト（㹋１２�３５）４本でᅛ定し

てください。

（４）	ビータࣇレー࣒とࣜヤボードをᅛ定しているボ

ルトをྲྀりእしてください。

	 （ᕥྑྛ４ࣧᡤ）

	 ྲྀりእしたボルトはࣜヤボードの✰にྲྀりけ

てください。

（５）	ᕥྑのࣆンをパワーゲートのアー࣒とビータࣇ

レー࣒のアー࣒の㐃⤖㒊にᕪし、ᢤけ止めに

ࣜンチࣆンをᕪしてください。

	 カバー㸹㹊Ｏは⏝しないので㑧㨱にならない

場ᡤにಖ⟶してください。

取扱い上の注意

	 カバー㸹㹊Ｏをྲྀりእす㝿、下側にあるブラ

ケットにカバー㸹㹊Ｏをかけた≧ែで、እ側

にಽしてから、ᩳめ上方にᣢࡕ上げてྲྀりእ

してください。

	 ྲྀりける㝿は、この逆のᡭ順になります。

	 እ側にಽさࡎにカバー㸹㹊Ｏを⬺着すると、

破損の原因となります。

	 ᡭ順を守って作業してください。
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３�	㐠ᦙ堆積作業から散布作業に切り᭰࠼るとき

は、機Ეにかかっている堆肥等をྲྀり㝖いてく

ださい。

	 ≉に下ᅗで♧す㒊ศに堆肥がっていると、

ビータࣇレー࣒とࣜヤボードの㐃⤖が行࠼なく

なりますのでᚲྲྀࡎり㝖いてください。

㸶	作業せ㡿

	༴	㝤

●	㐠転୰・回転୰は、周囲に人を㏆࡙けないで

ください。

	 守らないと、ビータへの巻き込まれࡸ、㣕散

物との⾪✺によりṚஸまたは重യを負うこと

になります。
●	堆肥ࡸ㭜⣅の୰に、▼ࡸᮌ∦、ịሢなどをΰ

ධしないようにしてください。

	 守らないと、㣕散物に⾪✺しṚஸまたは重യ

を負うことになります。
●	パワーゲートの昇㝆୰は、周囲に人を㏆࡙け

ないでください。

	 守らないと、ゲート࠾よびアー࣒が下㝆し、ᣳ

まれてṚஸまたは重യを負うことになります。

	㆙	࿌

●	ഴᩳᆅで速ᗘを出しすࡂると、ᭀ走事ᨾをま

。く事があります。低速で作業してくださいࡡ

	 下り作業をする時、ᆏの㏵୰で変速すると、

ᭀ走する原因となります。ᆏの前で低速に変

速して、ࡺっくりと࠾りてください。
●	パワーゲート及びビータを上昇させてᩚഛ・

Ύᤲするときは、上昇後、ᚲࡎストップバル

ブを「㛢」側に切り᭰࠼、ᯖᮌ等で㝆下㜵止

を行ってください。

	 守らないと、ពに㝆下し、Ṛஸまたは重യ

を負う༴㝤性があります。

 
ࠖ	㛢 ࠕ

ࣈࣝࣂࣉࢵࢺࢫ

	注	意

●	㐠転୰ཪは回転୰、カバーを開けると回転物

に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 カバーを開けないでください。

㸯.	㹎㹒㹍ᅇ㌿ᩘ

本作業機の適正ＰＴＯ回転数は ���USP  です。

	㆙	࿌

●	作業機指定のＰＴＯ回転数を㉸࠼て作業する

と、機Ეの破損により、ケガをする事があります。

	 指定回転数を守ってください。

取扱い上の注意

	 エンジンが㧗速回転の≧ែでＰＴＯクラッチ

をධれると、作業機にྲྀりけているシࣕー

ボルトが切᩿される場合があります。

	 ＰＴＯクラッチをධれる㝿は、エンジン回転

を低速で行ってください。

㸰.	ᩓᕸ作業の仕方

取扱い上の注意

●	堆肥の積み方ࡸ✀㢮によって前方に㣕散す

る場合があります。㣕散する場合は、ＰＴＯ

回転数を低速にして作業してください。
●	プッシュゲート、パワーゲートの操作順序を

逆に行うと、機体の破損原因となります。操

作順序を守って作業を行ってください。
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（１）	堆肥を散布するほ場に着いたら、走行クラッ

チを切り、エンジンを低速にした後、希望す

る散布量からトラクタ車速に見合った変速位

置にセットしてください。

（２）	コントロールボックスの電源スイッチを ON、
自動停止を ON（ランプ点灯）にし、ダイヤル

を目盛１６以下で希望する散布量の位置に合

わせてください。

（３）	ＰＴＯクラッチを接続し、メインビータ・アッ

パビータを回転させてください。

（４）	ＰＴＯ回転数を本作業機の適正回転数（５４０

ｒｐｍ）にセットしてください。

（５）	パワーゲート側のカプラに接続しているストッ

プバルブが「開」側になっていることを確認

してください。

	

（６）	パワーゲート側のカプラを接続した方のトラク

タ油圧レバーを操作し、パワーゲートを上昇

させてください。

（７）	プッシュゲート側のカプラを接続した方のトラ

クタ油圧レバーを操作し、プッシュゲートを動

かしてください。

（８）	コントロールボックスの早送りスイッチを早送

り側にし、堆肥を送ってください。

（９）	ビータから堆肥が散布されはじめたら、コント

ロールボックスの早送りスイッチを散布側にし

てください。

（10）	走行クラッチを接続し、散布作業をはじめて

ください。

（11）	プッシュゲートが最後端まで達し、散布が終

了したらＰＴＯ回転数を低速にした後、ＰＴＯ

を切ってください。

（12）	プッシュゲート側のトラクタ油圧レバーを操作

し、プッシュゲートを最前位置まで戻してくだ

さい。

（13）	パワーゲート側のトラクタ油圧レバーを操作

し、パワーゲートを下限まで下げてください。

３.	運搬堆積作業の仕方

取扱い上の注意

●	パワーゲート及びビータを上げたまま移動走

行すると、機体の破損原因となります。

	 移動走行時は、パワーゲート及びビータを下

限まで下げてください。
●	プッシュゲート、パワーゲートの操作順序を

逆に行うと、機体の破損原因となります。

	 操作順序を守って作業を行ってください。
●	堆積作業は堆肥が滞らないように前進しなが

ら行ってください。

	 停止したまま行うと機体の破損原因となります。

（１）	コントロールボックスの電源スイッチを ON、
自動停止を OFF（ランプ消灯）にし、早送り

スイッチを早送り側にしてください。

（２）	パワーゲート、ビータ側のカプラを接続した

方のトラクタ油圧レバーを操作し、パワーゲー

ト及びビータを上昇させてください。

（３）	プッシュゲート側のカプラを接続した方のトラ

クタ油圧レバーを操作し、プッシュゲートを動

かして堆肥を送ってください。この時、堆肥が

滞らないように前進しながら作業してください。

（４）	プッシュゲートが最後端まで達し、堆肥の排

出が終了したら、プッシュゲート側のトラクタ

油圧レバーを操作し、プッシュゲートを最前

位置まで戻してください。

（５）	パワーゲート、ビータ側のトラクタ油圧レバー

を操作し、パワーゲート及びビータを下限ま

で下げてください。

９	移動走行

	注	意

●	パワーゲート及びビータを上げたまま移動走

行すると、障害物などにぶつかり、ケガをす

る事があります。パワーゲート及びビータを

下げて移動させてください。
●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行する時は、ＰＴＯを切ってください。

本作業機に堆肥を積載して移動する時、トラクタの

操縦性は空車時とは大きく変化します。

堆肥等の積載により、トラクタの前輪荷重割合が減

少し、ハンドルの切れ味が低下したり、ブレーキを

かけた時の制動距離が長くなるなどの現象としてあ

らわれます。移動走行する時は、低速走行し、ブレー

キ操作は早めに行ってください。

また、過積載はこの現象を助長させますので、本

作業機指定の最大積載量を守ってください。
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４ 作業が終わったら

長ᣢࡕさせるために、ᡭධれはᚲࡎしましࡻう。

	༴	㝤

●	㐠転୰ཪは回転୰は、荷ྎෆのΎᤲを行わな

いでください。

	 守らないと、ビータに巻き込まれてṚஸまた

は重യを負うことになります。

	㆙	࿌

●	パワーゲート及びビータを上昇させてᩚഛ・

Ύᤲするときは、上昇後、ᚲࡎストップバル

ブを「㛢」側に切り᭰࠼、ᯖᮌ等で㝆下㜵止

を行ってください。

	 守らないと、ពに㝆下し、Ṛஸまたは重യ

を負う༴㝤性があります。

 
ࠖ	㛢 ࠕ

ࣈࣝࣂࣉࢵࢺࢫ

	注	意

●	動力を切らࡎに、回転㒊・ྍ動㒊の着物の

㝖ཤ作業などを行うと、機Ეに巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

㸯	作業ᚋのᡭධࢀ

１�	機Ეの上にかかっている堆肥等は、ほ場の୰で

きれいにྲྀり㝖いてください。

	 ≉に、回転㒊に巻きいたワラࡸトワインなど

は、シール㒊ရ、㍈ཷけ㒊ရなどをയつけます

ので、にྲྀり㝖いてください。

２�	ボルト、ࢼット、ࣆン㢮の⦆み、損യはないか、

ཪ、破損㒊ရがないか確認してください。

	 ␗ᖖがあれࡤ、ボルトのቑ⥾め、㒊ရのを

してください。

３�	ྛ 㒊の⤥油⟠ᡤは「2�3	⤥油⟠ᡤ୍ぴ⾲」にᇶ

࡙き⤥油してください。

４�	ＰＴＯ㍈、Ｐ㹇㹁㍈、ジࣙイントスプライン㒊

などሬされていない㟢出㒊は、さびを㜵ࡄた

めࣜࢢースをሬ布してください。

㸰	ࡽࢱࢡࣛࢺのษࡾ㞳ࡋ

	注	意

●	作業機をトラクタから切り離す時、ഴᩳᆅࡸ

พฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、トラクタ

がពに動き出し、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事が

あります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。
●	作業機をトラクタから切り離す時、輪止めを

せࡎに行うと、作業機がᭀ走してᛮわࡠ事ᨾ

を㉳こす事があります。

	 切り離す時は、ᚲࡎ、スタンドを接ᆅさせ、

作業機の車輪に輪止めをしてください。

１�	トラクタのエンジンをとめ、㥔車ブレーキをか

けてください。

２�	作業機の車輪に輪止めをしてください。

３�	ＰＴＯ㍈からパワージࣙイントをእしてくださ

い。

４�	パワーゲート及びビータが下限まで下がり、

プッシュゲートが機体最前㒊まで戻った≧ែ

で、トラクタの油圧レバーを操作し、油圧回㊰

ෆの圧力を↓くしてእ㒊油圧ྲྀ出ཱྀからカプラ

をྲྀりእしてください。

取扱い上の注意

	 カプラ㒊の切り離しをする時、パワーゲート

及びビータを上げたまま切り離すと、接続す

る時に、カプラに圧力がかかっているため、

接続できなくなります。

	 パワーゲート及びビータを下限まで下げて、

油圧回㊰ෆにṧ圧がかからないようにして

行ってください。
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５�	トラクタのトレーラブレーキྲྀ出ཱྀからブレー

キ⏝のカプラをྲྀりእしてください。

６�	電ရの作業機側コࢿクタをトラクタ側コࢿク

タからእしてください。

７�	コントロールボックスから作業機側のࢯケット

をእし、作業機側ࢯケットにはキࣕップをᕪし

込ࢇでください。

 下図の  部は外さないでください。

	 コントロールボックスから作業機側ࢯケットをእ

す時は、▮༳㒊ศをᢲしながらእしてください。

取扱い上の注意

   㒊をእすと、ࡑこからコントロールボッ

クスෆ㒊にỈࡸほこりが進ධし、ᨾ障の原因

となります。

   㒊はእさないでください。

８�	作業機のスタンドを❧て、ࣄッチカンがトラク

タのドローバからᾋき上がるまで、スタンドハ

ンドルを回してください。

ࣆッチࣄ、ンをእしࣆࡸンのᢤけ止めࣆッチࣄ	�９

ンをᢤいてください。

10�	トラクタのエンジンをጞ動し、㟼かに前進させ、

ドローバからࣄッチカンをእしてください。

11�	ྲྀ りእしたࣄッチࣆンは、ᢤけ止めࣆンととࡶ

に、ಖ⟶してください。

３	㛗ᮇ᱁⣡ࡿࡍ

１�	機体ྛ㒊のΎᤲをしてください。

２�	ᦶ⪖した㒊ရ、破損した㒊ရは、してくだ

さい。

３�	「2�3	 ⤥油⟠ᡤ୍ぴ⾲」にᇶ࡙き、油⬡を⿵⤥

してください。

	 また、回転、回動ᨭ点࠾よびパワージࣙイントの

クランプࣆンをྵࡴᦾ動㒊にはὀ油し、ＰＴＯ㍈、

Ｐ㹇㹁㍈、パワージࣙイントのスプライン㒊には

。ースをሬ布してくださいࣜࢢ

４�	ሬ損യ㒊を⿵ಟሬまたは油をሬ布し、さび

のⓎ⏕を㜵いでください。

５�	᱁⣡は㢼㏻しのよいᒇෆにಖ⟶してください。

６�	コントロールボックスはᐊෆにಖ⟶してくださ

い。
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５ 点検と整備について

ㄪᏊⰋく作業するために、定ᮇⓗに行いましࡻう。

機ᲔのᩚഛⰋによる事ᨾなどをᮍ↛に㜵ࡄため

に、「��1	点᳨ᩚഛ୍ぴ⾲」にᇶ࡙き、ྛ㒊の点 ・᳨

ᩚഛを行い、機Ეを最Ⰻの≧ែで、Ᏻᚰして作業

が行࠼るようにしてください。

	㆙	࿌

●	パワーゲート及びビータを上昇させてᩚഛ・

Ύᤲするときは、上昇後、ᚲࡎストップバル

ブを「㛢」側に切り᭰࠼、ᯖᮌ等で㝆下㜵止

を行ってください。

	 守らないと、ពに㝆下し、Ṛஸまたは重യ

を負う༴㝤性があります。

 
ࠖ	㛢 ࠕ

ࣈࣝࣂࣉࢵࢺࢫ

	注	意

●	ＰＴＯ࠾よびエンジンをとめࡎに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

●	油圧⣔⤫の点᳨ᩚഛのため、⿵ಟࡸ㒊ရ

をする時、圧力がかかっていると、㣕び出る

㧗圧࢜イルあるいはパワーゲート及びビータ

のᛴな㝆下でケガをする事があります。

	 パワーゲート及びビータを下限までࢁ࠾し、

油圧回㊰ෆの圧力を↓くしてから行ってくだ

さい。
●	点᳨ᩚഛのためにእしたカバー㢮をྲྀりけ

動㒊に巻き込まྍࡸに作業すると、回転㒊ࡎ

れ、ケガをする事があります。

	 ඖ㏻りにྲྀりけてください。

㸯	Ⅼ᳨ᩚഛ୍ぴ⾲

ࠉࠉࠉࠉ㛫 ┠㡯ࢡࢵ࢙ࢳ ฎࠉࠉࠉ⨨

᪂ရ⏝㸯㛫 ࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ ቑࡵ⥾ࡋ

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
本
体

ࠉ ⏝ ࠉẖ
㸦ጞ業⤊業Ⅼ᳨㸧

ᶵᲔのΎᤲ
㔞ࢫ࣮ࣜࢢのࢫࢡࢵ࣎ࣖࢠ
の◚ᦆࢺࣥࣙࢪ࣮࣡ࣃ
Ᏻ࣮ࣂ࢝のᦆയ
ࡳࡿࡺのࢺࢵࢼ࣮ࣝ࣍
のட࣭ᦆയࣖࢱ
⪕の␗ᖖᦶࣖࢱ
の✵Ẽᅽࣖࢱ
ྛ㒊のᦆയࠊ⬺ⴠ㒊ရ
ྛ㒊のࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ
ྛ㒊の⤥Ἔ
ࡳ⦅のࢺࢵࢼࣝࢫࢵࣕ࢟ࣥ࢝ࢳࢵࣄ

⿵ࢫ࣮ࣜࢢ
㒊ရ
ࠌ ࠉ

2-1ࠕ -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ࠖᇶ࡙ࡁቑࡵ⥾ࡋ

ࠌ  

2-1ࠕ -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ࠖᇶ࡙ࡁㄪᩚ
㒊ရࠊ取

2-1ࠕ -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ࠖᇶ࡙ࡁቑࡵ⥾ࡋ
2-3ࠕ  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲ࠖᇶ࡙ࡁ⤥Ἔ
ࣥࣆࣜ࣡ࡧཬࡵ⥾ࡋのቑࢺࢵࢼࣝࢫࢵࣕ࢟

ᚋ⤊ࣥࢬ࣮ࢩ

ᶵᲔのΎᤲ
ࢫ࣮ࣜࢢのࢫࢡࢵ࣎ࣖࢠ
ࡉ῝⁁のࣖࢱ
ྛ㒊のᦆയࠊ㒊ရ⬺ⴠ
ྛ㒊のࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ
ྛ㒊の⤥Ἔ
ሬᦆയ㒊


ࡤࢀࡅὸࡀ⁁
㒊ရࠊ取
ࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のቑࡵ⥾ࡋ

2-3ࠕ  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲ࠖᇶ࡙ࡁ⤥Ἔ
ሬࡣࡓࡲἜሬᕸ

2, 0 0 0 k m 走行ẖ
ཪ３ࡣᖺẖ

ࡁࡘࢱ࢞のࣈࣁ

㌴㍈ᨭⅬࣥࣆのࡁࡘࢱ࢞
㔞ࢫ࣮ࣜࢢのࣈࣁ

ࣥࣜ࣋ࠊࡣࡓࡲࡵ⥾ࡋのቑࢺࢵࢼࣝࢫࢵࣕ࢟
の㒊ရࢢ
ࣝࢱ࣓
࣭⿵ࢫ࣮ࣜࢢ
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ࠉࠉࠉࠉ㛫 ┠㡯ࢡࢵ࢙ࢳ ฎࠉࠉࠉ⨨

メ
イ
ン
ビ
ー
タ
・
ア
ッ
パ
ー
ビ
ー
タ

ࠉ ⏝ ࠉẖ

ᶵᲔのΎᤲ
⪕のᦶࢻ࣮ࣞࣈࢱ࣮ࣅ
ྛ㒊のᦆയࠊ㒊ရ⬺ⴠ
ࣥࣙࢩࣥࢸの࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ

ྛ㒊のࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ
ྛ㒊の⤥Ἔ

᪩ࡵの㒊ရ
㒊ရࠊ取

5ࠕ ࡁᇶ࡙ࠖࣥࣙࢩࣥࢸの࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ 2-2-
ㄪᩚ

2-1ࠕ -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ࠖᇶ࡙ࡁቑࡵ⥾ࡋ
2-3ࠕ  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲ࠖᇶ࡙ࡁ⤥Ἔ

ᚋ⤊ࣥࢬ࣮ࢩ

ᶵᲔのΎᤲ
ྛ㒊のᦆയࠊ㒊ရ⬺ⴠ
ࡧのఙ࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ
ྛ㒊のࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ
ྛ㒊の⤥Ἔ
ሬᦆയ㒊

㒊ရࠊ取
᪩ࡵの㒊ရ
ࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のቑࡵ⥾ࡋ

2-3ࠕ  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲ࠖᇶ࡙ࡁ⤥Ἔ
ሬࡣࡓࡲἜሬᕸ

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
ゲ
ー
ト

ࠉ ⏝ ࠉẖ

ᶵᲔのΎᤲ
ྛ㒊のᦆയࠊ㒊ရ⬺ⴠ
ྛ㒊のࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ
Ἔᅽ⥅ᡭࡽのἜࢀࡶ
Ἔᅽࢫ࣮࣍のட࣭ᦆയ
ὶ㔞ㄪᩚᘚの作動Ⰻ

㒊ရࠊ取
2-1ࠕ -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ࠖᇶ࡙ࡁቑࡵ⥾ࡋ
取ࠊࡁᕳࢆࣉ࣮ࢸ࣮ࣝࢩ
㒊ရ
ࠌ ࠉ

ᚋ⤊ࣥࢬ࣮ࢩ

ᶵᲔのΎᤲ
ྛ㒊のᦆയࠊ㒊ရ⬺ⴠ
ྛ㒊のࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のࡳࡿࡺ
ྛ㒊の⤥Ἔ
Ἔᅽ⥅ᡭࡽのἜࢀࡶ
Ἔᅽࢫ࣮࣍のட࣭ᦆയ
ὶ㔞ㄪᩚᘚの作動Ⰻ

㒊ရࠊ取
ࢺࢵࢼ࣭ࢺࣝ࣎のቑࡵ⥾ࡋ

2-3ࠕ  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲ࠖᇶ࡙ࡁ⤥Ἔ
取ࠊࡁᕳࢆࣉ࣮ࢸ࣮ࣝࢩ
㒊ရ
ࠌ ࠉ

	 ᫂な点は㉎ධඛにࡈ┦ㄯください。

㸰	ྛ㒊のㄪᩚ

	注	意

●	ഴᩳᆅࡸพฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、

トラクタࡸ作業機がពに動き出し、ᛮわࡠ

ケガをする事があります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。
●	ＰＴＯ࠾よびエンジンをとめࡎに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

㸯.	ࢺ࣮ࣝ࣎ࣕࢩの

過負荷からྛ㒊を守るため、パワージࣙイントに

シࣕーボルトをഛしています。

シࣕーボルトのは、ḟのᡭ順で行ってください。

（１）	シࣕーボルトが切᩿した時は、ᚲࡎ原因をㄪ

。の原因をྲྀり㝖いてから行ってくださいࡑ、

（２）	切᩿されたシࣕーボルトをࣚークからྲྀり㝖い

てください。

（３）	トラクタＰＴＯ㍈をᡭで回し、ࡑれࡒれの

シࣕーボルト✰を合わせてください。

（４）	ᙜ♫指定シࣕーボルトをࣚーク側から㏻し、

。ットを⥾めけてᅛ定してくださいࢼ

㒊ရ␒ྕ 㒊ࠉရࠉྡࠉ⛠

1 46 2440 0 0 0
㸹㹋㸶�㸲㸳ࢺ࣮ࣝ࣎ࣕࢩ

㸦้༳㸯㸮㸬９ ࢺࢵࢼࣥࣟࢼࡁ㸧
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取扱い上の注意

●	シࣕーボルト切᩿の原因をྲྀり㝖かࡎに、᪂

しいシࣕーボルトをྲྀりけてࡶ、ᗘ、切

᩿されます。ᚲࡎ原因をㄪࡑ、の原因をྲྀ

り㝖いてから行ってください。
●	ᙜ♫指定እのシࣕーボルトを⏝すると、過負

荷にᑐし、切᩿されࡎ機体ྛ㒊の破損原因に

なったり、正つの⏝≧ែにࡶかかわらࡎ、す

。にシࣕーボルトが切᩿される事がありますࡄ

	 ᙜ♫指定のシࣕーボルトを⏝してください。
●	ᙜ♫指定のシࣕーボルトを⏝していてࡶ、

㧗速回転でＰＴＯクラッチをධれたり、本作

業機の適正回転数以እで⏝すると、シࣕー

ボルトが切᩿される事があります。

	 ＰＴＯの接続は、低回転数で接続後、本作業

機の適正回転数にセットして作業してくださ

い。

㸰.	ࣟ ࣥࣙࢩࣥࢸの࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛ

（１）	カバー㸹㹓を開けてください。

（２）	カバー㸹㹊Ｏをྲྀりእしてください。

（３）	メインビータ㥑動側は、

ձ	ローラをᅛ定しているボルト２本を⦆めて

ください。

ղ	ローラを動かし、ローラとᑐ側のチ࢙ー

ンのたるみをとるまで、チ࢙ーンをᙇって

ください。

ճ	ボルトを⥾め、ローラをᅛ定してください。

（４）	アッパビータ㥑動側は、

ձ	ローラをᅛ定しているࢼットを⦆めてくだ

さい。

ղ	ローラを動かし、ローラとᑐ側のチ࢙ー

ンのたるみをとるまで、チ࢙ーンをᙇって

ください。

ճ	ࢼットを⥾め、ローラをᅛ定してください。

（５）	カバー㸹㹊Ｏをྲྀりけてください。

（６）	カバー㸹㹓を㛢めてください。

取扱い上の注意

	 カバー㸹㹊Ｏをྲྀりእす㝿、下側にあるブラ

ケットにカバー㸹㹊Ｏをかけた≧ែで、እ側

にಽしてから、ᩳめ上方にᣢࡕ上げてྲྀりእ

してください。

	 ྲྀりける㝿は、この逆のᡭ順になります。

	 እ側にಽさࡎにカバー㸹㹊Ｏを⬺着すると、

破損の原因となります。

	 ᡭ順を守って作業してください。

㝆ୗ㏿ᗘࢱ࣮ࣅࡧཬࢺ࣮ࢤ࣮࣡ࣃ	.３

パワーゲート側油圧࣍ースのඛ端にスローࣜターン

バルブがഛされています。

㐠ᦙ堆積作業時、パワーゲート及びビータが⣙10

⛊㛫で㝆下するᵝ、スローࣜターンバルブをㄪᩚし

てください。

ᕤ場出荷時、スローࣜターンバルブは㛢から２回

転開けています。

取扱い上の注意

	 㐠ᦙ堆積作業時、パワーゲート及びビータの

㝆下速ᗘが速いと、機体の破損原因となりま

す。

	 ⣙ 10 ⛊㛫で㝆下するᵝにㄪᩚし、作業して

ください。
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㸲.	ࢳࢵࢫࢶࢭࣥ࢟

スイッチとボルト㢌とࢶෆ側のキンセ࣒レーࣇ	（１）

のスキ࣐が２㸬５㹼３㸬５ੈになるように、アン

。ルの㧗さをㄪᩚしてくださいࢢ

（２）	コントロールボックスの電源をＯ㹌にした≧ែ

でキンセࢶスイッチに㔠ᒓを㏆࡙けて、ᛂ

する事を確認してください。

	 正ᖖな場合、㉥ランプが点灯します。

の㓄ิࢻ࣮ࣞࣈࢱ࣮ࣅ	３

ブレードは、本作業機後方より見てᅗのように㓄ิ

されています。

この㓄ิをくࡎしますと、本᮶の性⬟がⓎできࡎ、

機体にᝏᙳ㡪を࠼ます。

㒊ရする時は、ᅗにᇶ࡙き確ᐇにྲྀりけてく

ださい。

㒊ရ␒ྕ 㒊ࠉရࠉྡࠉ⛠

1 46 0 5 0 0 0 0 4 ࢻ࣮ࣞࣈ

B Z 1 20 3 0 8 ࢺࣝ࣎ . 8  㹋1 2× 3 0
N U Z 1 2 㹓8 ࢺࢵࢼ  㹋1 2
W S A 1 2 3 ࢿ࢞ࢨࢿࣂ 㹋1 ࢘ࢦ 2

ࢿ࢞ࢨࢿࣂࠊࢺࢵࢼ㹓ࠊࢺࣝ࣎の⏝ࡅ取ࢻ࣮ࣞࣈ

ࠋࡍࡲࡋ⏝ࡘࡎ�ಶࡁࡘ�ᯛࢻ࣮ࣞࣈࡣ

⥾ࠕࠊࡣࢡࣝࢺ�����	 㔜せⅬ᳨⟠ᡤࠖࢆཧ↷࡚ࡋ

ࠋいࡉࡔࡃ

㸲	㟁⌫の

をྲྀりࢬールランプの電⌫をする㝿はレンࢸ

እして行ないます。

電⌫はᙜ♫᥎ዡのつ᱁を⏝してください。

ᐃࠉࠉ᱁
࣮ࣞࣥࢱࢫ

ရ␒㸦ཧ⪃㸧

࣮࢝ࣥ࢘ 1 2V   21 W   S 25 B P 45 7 5 B

ᑿ ⅉ
1 2V   21 W / 5 W   S 25 B P 48 7 5 B

ไ 動 ⅉ
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６ 不調時の対応

エンジンをとめてからฎ置してください。

トラブルがⓎ⏕したら「��1	ㄪฎ置୍ぴ⾲」にᇶ

࡙きฎ置してください。

	㆙	࿌

●	パワーゲート及びビータを上昇させてᩚഛ・

Ύᤲするときは、上昇後、ᚲࡎストップバル

ブを「㛢」側に切り᭰࠼、ᯖᮌ等で㝆下㜵止

を行ってください。

	 守らないと、ពに㝆下し、Ṛஸまたは重യ

を負う༴㝤性があります。

	注	意

●	ＰＴＯ࠾よびエンジンをとめࡎに作業する

と、➨୕⪅のὀពにより、ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ事ᨾを㉳こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転㒊ྍࡸ

動㒊がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	油圧⣔⤫の点᳨ᩚഛのため、⿵ಟࡸ㒊ရ

をする時、圧力がかかっていると、㣕び出

る㧗圧࢜イルあるいはパワーゲート及びビー

タのᛴな㝆下でケガをする事があります。

	 パワーゲート及びビータを下限までࢁ࠾し、

油圧回㊰ෆの圧力を↓くしてから行ってくだ

さい。
●	点᳨ᩚഛのためにእしたカバー㢮をྲྀりけ

動㒊に巻き込まྍࡸに作業すると、回転㒊ࡎ

れ、ケガをする事があります。

	 ඖ㏻りにྲྀりけてください。

㸯	ㄪฎ⨨୍ぴ⾲

ࠉࠉࠉ≧ ཎࠉࠉᅉ ฎࠉࠉ⨨

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
本
体

ࡀࢫࢡࢵ࣎ࣖࢠ
␗ᖖⓎ⇕ࡿࡍ

㊊ࡀࢫ࣮ࣜࢢ 㺀2-3  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲ 㺁ᇶ࡙ࡁ⤥⬡

ᦆയࡀࢺࣇࣕࢩࠊࣖࢠࠊࢢࣥࣜ࣋ 㒊ရ

ᶵయࡃࡘࡽࡩࡀ ᕥྑのࣖࢱ✵Ẽᅽࢫࣥࣛࣂࣥࡀ 㺀2-1 -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ 㺁ᇶ࡙ࡁ㐺ṇ✵Ẽᅽࡿࡍ

ࡿい࡛ࢇࡿࡺࡀࢺࢵࢼ࣮ࣝ࣍ 㺀2-1 -4 〇ရᮏయのⅬ᳨ 㺁ᇶ࡙ࡁቑࡿࡍࡵ⥾ࡋ

⪕のᦶࢢࣥࣜ࣋のࣈࣁ
ࢢࣥࣜ࣋ࡣࡓࡲࡵ⥾ࡋのቑࢺࢵࢼࣝࢫࢵࣕ࢟
の㒊ရ

メ
イ
ン
ビ
ー
タ
・

ア
ッ
パ
ー
ビ
ー
タ

い࡞ࡋᅇ㌿ࡀࢱ࣮ࣅ ࡿい࡚ࢀእࡀ࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ ࡍ┤ࡅࢆ࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ

いࡿࡺࡀࣥࣙࢩࣥࢸの࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ
㺀5 ࣥࣙࢩࣥࢸの࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣛࣟ 2-2- 㺁ᇶ࡙ࡁ
ᙇࡍ┤ࡾ

のษ᩿ࢺ࣮ࣝ࣎ࣕࢩ
㺀5 -2-1 のࢺ࣮ࣝ࣎ࣕࢩ  㺁ᇶ࡙࣮࣎ࣕࢩࡁ
ࡿࡍࢺࣝ

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト

ࡀࢺ࣮ࢤ࣮࣡ࣃ
上࡞ࡽࡀい

ࡿい࡚ࢀእࡀࣛࣉ࢝ ࡍ┤ࡋ⥆᥋ࢆࣛࣉ࢝

上࣮ࢤ࣮࣡ࣃࡓࡆ
ࡿࡀୗ↛⮬ࡀࢺ

Ἔᅽ⥅ᡭࡽのἜࢀࡶ 取ࠊࡁᕳࢆࣉ࣮ࢸ࣮ࣝࢩ

Ἔᅽࡽࢫ࣮࣍のἜࢀࡶ 㒊ရ

プ 

ッ 

シ 

ュ 

ゲ 

ー 

ト

ࡀࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉ
動࡞い

ࡿい࡚ࢀእࡀࣛࣉ࢝ ࡍ┤ࡋ⥆᥋ࢆࣛࣉ࢝

い࡞ࢃྜࡀの仕ᵝࣛࣉ࢝ ⣧ṇရࢱࢡࣛࢺ

い࡞い࡚ࡗධࡀ※の㟁ࢫࢡࢵ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥ ࡿࡍ㹍㹌ࢆࢳࢵࢫ※の㟁ࢫࢡࢵ࣮࣎ࣝࣟࢺࣥࢥ

పいࡀᅇ㌿ᩘࣥࢪ࢚ࣥのࢱࢡࣛࢺ
㹎㹒㹍ᅇ㌿ᩘࢆ㸳㸲㸮㹰㹮㹫ࣥࢪ࢚ࣥ࠺ࡼࡿ࡞
ᅇ㌿ᩘࢆ上ࡿࡆ

のษ᩿ࢺ࣮ࣝ࣎ࣕࢩ
㺀5 -2-1 のࢺ࣮ࣝ࣎ࣕࢩ  㺁ᇶ࡙࣮࣎ࣕࢩࡁ
ࡿࡍࢺࣝ

࢟ࢫࡣཪࠊのᨾ㞀ࢳࢵࢫࢶࢭࣥ࢟
ㄪᩚⰋ࣐

5ࠕ ࡣཪࠊㄪᩚࡁᇶ࡙ࠖࢳࢵࢫࢶࢭࣥ࢟ 2-4-
㒊ရ

ࢺ࣮ࢤࣗࢩࢵࣉ
㏿ᗘࡀᏳᐃ

Ἔ の上᪼ ㄪᩚࠊⅬ᳨ࡁᇶ࡙Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨ࠖ 2-2-2ࠕ

ブ
レ
ー
キ

ࡀ࣮࢟ࣞࣈ
い࡞ࡁ

ࡿい࡚ࢀእࡀࣛࣉ࢝ ࡍ┤ࡋ⥆᥋ࢆࣛࣉ࢝

Ἔᅽ⥅ᡭࡽのἜࢀࡶ ࡾ取ࠊࡁᕳࢆࣉ࣮ࢸ࣮ࣝࢩ

Ἔᅽࡽࢫ࣮࣍のἜࢀࡶ 㒊ရ
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㸰	ࡑののㄪฎ⨨

トラクタの✀㢮によっては、下グの≧がⓎ⏕する

場合があります。

 ・	油 の上昇がⴭしい

 ・	油圧࣍ースが⬦動したり、プッシュゲートが動か

なくなる

እ㒊油圧のὶ量ㄪᩚができるトラクタでは、「2�2�2	

油圧⣔⤫の点᳨」にᇶ࡙き、ẖศ４０ࣜットルにㄪ

ᩚしてください。

ὶ量ㄪᩚができないトラクタ及び、上グのㄪᩚでࡶ

ゎỴできない場合は、ูの下グ㒊ရがᚲせとなり

ます。

㒊 ရ ␒ ྕ 㒊  ရ  ྡ  ⛠ ಶᩘ

1 23 7 0 0 0 0 0 M 㸹㸯㸭㸰ࣈࣝࣂ࣮ࣥࢱ࣮ࣜࣟࢫ 1

20 8 3 -0 8 㹎㹒㸯㸭㸰ࠉࣝࣉࢵࢽ 1

ㄪᩚ方ἲ・❧⤌	ە

（１）	本作業機前方上㒊のカバーᅛ定ボルト�２ࣨ�

をእし、カバーをእしてください。

ースエルボ࣍ースと࣍ࢶンからࣘア࣋ンジࢹ	（２）

Ｐ㹄１㸭２�ＰＴ１㸭２をእしてください。

ープࢸジෆにṧったシールࢿンの㞤࣋ンジࢹ	（３）

をྲྀり㝖いてください。

ップルＰＴ１㸭２とスローࣜࢽンに࣋ンジࢹ	（４）

ターンバルブをྲྀりけてください。

	 ・	スローࣜターンバルブに้༳されている▮༳

がࢹンジ࣋ンをྥくようにしてください。

	 ・	スローࣜターンバルブのࣜࢠࢽ㒊ศをእして

ྲྀりけてください。

	 が本作業機の上側をྥくようにしてくࣜࢠࢽ	・

ださい。

	 ・	スローࣜターンバルブをྲྀりけ後、እした

㒊ศはඖの位置にྲྀりけてくださࣜࢠࢽ

い。

（５）	（２�でእしたࣘア࣍ࢶースと࣍ースエルボ 

Ｐ㹄１㸭２�ＰＴ１㸭２をྲྀりけてください。

（６）	スローࣜターンバルブの開ᗘㄪᩚを行ってく

ださい。

	 ・	スローࣜターンバルブはまࡎ開≧ែにし

てください。

	 ・	ὶ量ㄪᩚのできないトラクタの場合、「2�2�2	

油圧⣔⤫の点᳨」にᇶ࡙き、ẖศ４０ࣜット

ルになるようにスローࣜターンバルブのࢠࢽ

ࣜを㛢め、ㄪᩚしてください。

	 ・	スローࣜターンバルブまたはトラクタにてẖ

ศ４０ࣜットルにㄪᩚしてࡶ≧がゎỴでき

ない場合は、スローࣜターンバルブのࣜࢠࢽ

を≧がゎỴするまでᚎࠎに㛢めてください。

（７）	カバーをඖ㏻りにྲྀりけてください。

取扱い上の注意

	 スローࣜターンバルブを㛢めすࡂると油 上

昇の原因となります。

	 スローࣜターンバルブのࣜࢠࢽは㛢から２

回転は開けてください。

原因ࡸฎ置の方がわからない場合は下グ事㡯と

とࡶに㉎ධඛにࡈ┦ㄯください。

	１�	〇ရྡ

	２�	㒊ရ౪⤥ᆺᘧ（ᆺᘧ）

	３�	〇㐀␒ྕ

	４�	ᨾ障ෆᐜ（できるだけヲしく）







ㄪᩚࠉ 㹑㸫㸯㸶㸮㸶㸮㸶㹉

千 歳 本 社 0 6 6 -8 5 5 5 ༓ ṓ ᕷ 上 㛗 㒔 㸯 㸮 㸴 㸯 ␒ ᆅ 㸰
 T E L  0 1 23 -26 -1 1 23
 F A X  0 1 23 -26 -241 2

千 歳 営 業 所 0 6 6 -8 5 5 5 ༓ ṓ ᕷ 上 㛗 㒔 㸯 㸮 㸴 㸯 ␒ ᆅ 㸰
 T E L  0 1 23 -22-5 1 3 1
 F A X  0 1 23 -26 -20 3 5

豊 富 営 業 所 0 9 8 -41 0 0 ኳሷ㒆㇏ᐩ⏫Ꮠ上ࢶ࣋ࣟࢧ㸯㸯９㸯␒ᆅ㸲㸲
 T E L  0 1 6 2-8 2-1 9 3 2
 F A X  0 1 6 2-8 2-1 6 9 6

帯 広 営 業 所 0 8 0 -246 2 ᖏ ᗈ ᕷ す 㸰 㸰 ᮲  㸯  ┠ 㸯 㸰 ␒ ᆅ 㸲
 T E L  0 1 5 5 -3 7 -3 0 8 0
 F A X  0 1 5 5 -3 7 -5 1 8 7

中標津営業所 0 8 6 -1 1 5 2 ᶆ ὠ 㒆 ୰ ᶆ ὠ ⏫  ⏫ 㸰  ┠ 㸯 㸴 ␒ 㸰
 T E L  0 1 5 3 -7 2-26 24
 F A X  0 1 5 3 -7 3 -25 40

花 巻 営 業 所 0 28 -3 1 7 2 ᒾᡭ┴ⰼᕳᕷ▼㫽㇂⏫ᑎᯘ➨㸯㸯ᆅ㸯㸰㸮␒３
 T E L  0 1 9 8 -46 -1 3 1 1
 F A X  0 1 9 8 -45 -5 9 9 9

仙 台 営 業 所 9 8 3 -0 0 1 3 ᐑᇛ┴ྎᕷᐑᇛ㔝༊୰㔝Ꮠ⚄᫂㸯㸵９㸫㸯
 T E L  0 22-3 8 8 -8 6 7 3
 F A X  0 22-3 8 8 -8 7 3 5

小 山 営 業 所 3 23 -0 1 5 8 ᰣ ᮌ ┴ ᑠ ᒣ ᕷ ᱱ 㸰 㸳 㸯 㸰 㸫 㸯
 T E L  0 28 5 -49 -1 5 0 0
 F A X  0 28 5 -49 -1 5 6 0

東 海 営 業 所 48 5 -0 0 8 1 ឡ ▱ ┴ ᑠ ∾ ᕷ ᶓ ෆ Ꮠ ❧ 㔝 㸴 㸵 㸶 㸫 㸯
 T E L  0 5 6 8 -7 5 -3 5 6 1
 F A X  0 5 6 8 -7 5 -3 5 6 3

岡 山 営 業 所 7 0 0 -0 9 7 3 ᒸᒣ┴ᒸᒣᕷ༊ୗ୰㔝㸵㸮㸲㸫㸯㸮３
 T E L  0 8 6 -243 -1 1 47
 F A X  0 8 6 -243 -1 26 9

熊 本 営 業 所 8 6 1 -8 0 3 0 ⇃ ᮏ ┴ ⇃ ᮏ ᕷ ᮾ ༊ ᑠ ᒣ ⏫ 㸯 㸴 ３ ９ 㸫 㸯
 T E L  0 9 6 -3 8 9 -6 6 5 0
 F A X  0 9 6 -3 8 9 -6 7 1 0

都 城 営 業 所 8 8 5 -1 20 2 ᐑᓮ┴㒔ᇛᕷ㧗ᇛ⏫✑‶ᆓ㸯㸮㸮３㸫㸰
 T E L  0 9 8 6 -5 3 -2222
 F A X  0 9 8 6 -5 3 -223 3

ࠉ㸬３０㸬０８㸬２㹑ۼ




